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は じ め に 

淡路 島 で 最も 南 に 位置 する 南あわじ 市 は 、 野 の 幸 ・ 山 の 幸 ・ 海 の 幸 に 恵まれ た 自然 豊か な 地域 で す 。 

島内 で 最も 広い 平野 部 を も つ 三 原平 野 を 中 心 に 、 温暖 な 気候 を 利用 し た 三 毛 作 の 農業 、 格 農 や 肉牛 飼育 

を は じ め と する 畜 産 が 盛ん に 行わ れ 、 周 囲 を 囲む 海 か ら は 多種 多様 で 新鮮 な 海産 物 を 得る こと が で きま 

す 。 

古代 に お いて 淡路 島 は 「 御 食 国 」 と 呼ば れ 、 天 皇 が 食 を 求め た 重要 な 場所 で し た 。 食 料 自給 率 が 下 が 

り 続 ける 現在 、「 御 食 国 」 と し て の 南あわじ 市 の 果たす 役割 は 、 古代 よ りな お 一 層 大 き な る もぉ の と な りつ 

つ あ り ま す 。 

この 南あわじ 市 の 更 な る 農業 生産 性 の 向上 の た め に は 、 画 場 整備 事業 は 必要 不可 欠 な 事業 と 言え る で 

し ょ う 。 平成 に 入っ て か ら 大 規模 な 画 場 整備 事業 が 次 々 と 展開 し 、 そ れ に 伴う 発掘 調査 に つい て も 激増 

する 事 と な り ま し た 。 今回 報告 を 行う 高萩 遺跡 の 発掘 調査 も る その 一 例 で す 。 

開発 事業 を 展開 し て いく 立場 と 文化 財 を 守っ て いく 立場 、 こ の 二 者 は 一 見 相反 する 立場 の よう に 見 え 

ます が 、 次 の 世代 へ 誇り 得る ふる さと を 残し た いと いう 思い は 全く 同じ で あり ます 。 今後 は 事業 の 急速 

な 展開 に 比べ 、 等 関 と な り が ち で あっ た 発掘 調査 成果 の 公開 事業 に も 力 を 注い で いか な けれ ば な り ま せ 

ん 。 報告 書 の 刊行 は その 第 一 歩 で あり 、 ふ る さと 南あわじ 市 の 歴史 を 知る た め の 基 礎 資料 と し て 大 い に 

活用 され る こと を 願っ て お り ま す 。 

まだ まだ 調査 成果 の 公開 が 不 十分 な 状況 で は あり ます が 、 今 後 も 生涯 学習 ・ 文 化 振興 活動 の 一 環 と し 

て 、 卿 土 の 歴 史 や 文化 を 学ぶ た め の 環 境 づ くり を すす め 、 文 化 財 保護 の 更 な る 理解 に 努め て いく 所 存 で 

す の で 、 ご 支援 腸 り ます よう よろ し く お 願 いし ます 。 

最後 に な り ま し た が 、 本 書 を 作成 する に あたり 、 御 指導 御 協力 いた だ いた 方 々 に 対し 、 心 より お 礼 申 

し 上 げ ま す 。 

平成 23 年 3 月 31 日 

南あわじ 市 教育 委員 会 

教 育 長 塚 本 圭 右



例 還 

1 . 本 書 は 、 兵 庫 県 南あわじ 市 賀集 福井 に 所 在 する 、 高萩 遺跡 の 発掘 調査 報告 書 で ある 。 

2. 経営 体育 成 基盤 整備 事業 (大 日 川東 革 期 地区 2 ・4 工 区 工事 ) に 伴い 、 兵 庫 県 淡路 県 民 局 の 依頼 を 受 

け 、 平 成 17 年 度 に 南あわじ 市 教育 委員 会 が 本 発掘 調査 を 実施 し た 。 

3. 本 発掘 調査 は 、 南 あわ じ 市 教育 委員 会 (南あわじ 市 埋蔵 文化 財 調 査 事 務 所 ) の 山崎 裕司 ・ 谷 口 槽 ( 現 

丸亀 市 教育 委員 会 ) が 担当 し た 。 

4. 発掘 調査 時 の 写真 撮影 は 山崎 ・ 谷 口 が 、 平 面 ・ 層 序 図 等 の 実測 作業 は 山崎 ・ 谷 口 の 指示 を 受け て 宇 

治田 力 ・ 仙 井 健司 ・ 演 本 善 美 が 中 心 に 行っ た 。 実 測 図 の ゲ ど ジタル トレ ー ス は 豊田 亜希 子 ・ 宇 治田 ・ 白 

川 裕 二 が 行っ た 。 遺構 の 掘削 作業 等 は 、 南 あわ じ 市 シル バー 人 材 セ ンタ ー に 委託 し た 。 

5. 出土 遺物 の 整理 作業 に つい て は 第 1 章 に 記す 通り で ある が 、 遺 物 の 実測 作業 に つい て は 谷口 ・ 山 崎 

が 、 遺 物 実測 図 の デジ タル トレ ー ス は 豊田 ・ 宇 治田 ・ 白 川 が 、 遺 物 の 写真 撮影 は 山崎 が 行っ た 。 

6. 本 書 の 執 和 争 は 、 第 4 章 が 坂口 弘 貢 、 他 は 山崎 が 行っ た 。 編集 は 山崎 が 行っ た 。 

7. 当 調 査 に 関わ る 遺物 、 写 真 、 実 測 図面 等 の 資料 は 南あわじ 市 埋蔵 文化 財 調 査 事 務 所 に お いて 保管 し 

て いる 。 

8. 発掘 調査 に あたり 、 兵 庫 県 淡路 県 民 局 洲本 土地 改良 事務 所 、 兵 庫 県 教育 委員 会 、 南 あわ じ 市 シル バー 

人 材 セ ンタ ー の 詳 機関 、 ま た 区 長 を は じ め と する 高萩 地区 の 背 様 か ら 御 協力 や 御 指導 を いた だ いた 。 

ここ に 記し て 深く 感謝 の 意 を 表す る 。 

9. 凡例 は 下 に 示す 通り で ある 。 

・ 本 書 に 記さ る れる 標高 は 東京 浴 平 均 海水 準 を 基本 と する 。 

・ 各 調査 区 の 平面 図 の 方 位 は 磁 北 を 示す 。 

・ 層 序 図 の 色調 は 「 新 版 標準 土 色 帳 」( 農 林 水 産 省 農林 水産 技術 会 議事 務 局 ・ 財 団 法人 日 本 色彩 研 

人 究 会 監修 ) を 参照 し た 。 

・ 遺 構 番号 は 調査 時 、 調 査 区 毎 に 遺構 の 種類 に よら ず 1 か ら 通 し 番号 を 付 し た も の を その まま 使っ 

て お り 、 本 書 で は 報告 ・ 編 集 上 必要 な 番号 以外 は 割愛 し た 。 性格 が 明らか で な いる も の は 遺構 + 番 

号 と し た が 、 可 能 な 限り 柱 穴 ・ 土 質 等 の 言葉 に 改め た 。 C-1・2 地 区 で 復元 し た 建物 ・ 桶 列 に つ 

いて は さら に 1 一 4・1 一 9 の 番号 を 付 し た 。 

・ 本 書 収録 の 遺物 は 、 ゴ シッ ク 体 で 通し 番号 を 付 し た 。 

・ 土 器 実 測 図 の 断 面 は 、 土 師 器 が 白色 、 輸 入 お よび 国産 内 磁器 ・ 瓦 右 が 灰色 、 須 恵 器 が 黒色 と し 、 

縮尺 は 1/4 と し た 。 

・ 出 土 古 銭 の 拓本 の 縮尺 は 172 と し た 。 た だ し 82・83・117・120・122 の 古銭 に つい て は 、 状 態 が 非 

常に 悪い た め 、 拓 本 は 取ら ず 和 写真 図 生 の み の 掲 載 と し た 
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第 1 章 調査 の 経緯 と 経過 

農業 が 盛ん な 南あわじ 市 で は 、 特 産物 の た まね ぎ を は じ め と する 野菜 類 と 水稲 を 組み 合わ せ た 三 毛 作 、 

ある い は これ に 毎 産 を 絡め た 複合 経営 が 広く 普及 し て お り 、 土 地 利 用 率 が 極め て 高い 。 

える 農家 の 大 多数 は 零細 経営 規模 で ある 。 ま た 農地 の ほとん ど は 小区 画 で 不 整 形 、 道 路 は 狭小 で 用 水路 

る 未 整 備 な 場合 が 見 受け られ 、 農 作業 に 多大 な 労力 を 費やし て いる の が 現状 で ある 。 そ の た め 労 働 生産 

し か し これ を 支 

性 の 向上 を 図る 目的 で 大 規模 な 男 場 整備 事業 が 近年 、 盛 ん に 実施 され る よう に な っ て きた 。 

当 調査 の 原因 と な る 事業 名 は 経営 体育 成 基盤 整備 事業 (大 日 川東 I 期 地 

平成 12 年 度 に は 事業 に 先立ち 、 対 象 と な る 約 30ha の 範囲 に お いて 、 旧 南 淡 

区 2・4 工 区 工事 ) で ある 。 

町 教育 委員 会 を 調査 主体 と 

し て 遺跡 分 布 調査 お よび 水利 関係 の 調査 と 石造 品 の 調査 を 行っ た 。 こ の 水利 調査 の 成果 に つい て は 第 4 

章 に 記す 。 

平成 17 年 度 に は 確 認 調査 を 行い 、 遺 跡 範 囲 が A 一 C の 小 地 区 に 分 か れる こと が わか っ た 。 当 遺跡 は 石 

鐘 等 が 表面 採集 され る 散布 地 と し て 以前 か ら 周知 され て きた が 、 こ の 調査 に よっ て 弥生 時 代 と 中 世 の 埋 

蔵 文 化 財 包 蔵 地 で ある こと が 明らか に な っ た 。 (確認 調査 の 成果 に つい て は 「『 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 調 

査 年 報 」 南 あわ じ 市 教育 

この 調査 結果 を 基 に 事 

委員 会 2009 を 参照 ) 

業者 で ある 兵庫 県 淡路 県 民 局 洲本 土地 改良 事務 所 と 協議 ・ 調整 を 行っ た 。A・ 

B 地 区 に つい て は 、 賠 場面 に 関し て は 現状 保存 が 可能 と な っ た が 、 排 水路 部 分 に つい て は 工法 変更 が 不 

可能 で 、 埋 蔵 文 
m 関し て は 、 羊 場 四 

E 財 の 破壊 が 免れ な いた め 記録 保存 の た め の 本 発掘 調査 を 行う こと に な っ た 。 C 地 

・ 農 道 部 分 と も に 工法 変更 が 不可 能 で 、 ほ ほぼ 全域 に お いて 記録 保存 の た め の 本 発掘 調 

区 に 

査 が 必要 と な っ た 。 C 地 区 は 範囲 が 広い た め 、 南 側 の C-1 地 区 と 北側 の C-2 地 区 に 分 割 し 、C-2 地 区 

か ら 調 査 を 行う こと に し た 。 C-1 地 区 に つい て は 当初 想定 され た 範囲 より も 遺跡 が 南 

わか り 、 事 業 の 影響 を 受け る 部 分 に つい て は 調査 範囲 の 拡張 を 行っ た 。 

平成 17 年 度 に 本 発掘 調査 と 平行 し て 基本 的 な 整理 作業 を 行っ て いっ た 。 平成 21 一 22 

作成 に 向け て 、 残 り の 整理 作業 を 行っ て いく こと に な っ た 。 

・ 確 認 調査 

調査 期間 

調査 面積 : 

調査 担当 者 : 

外 業 補助 員 

・ 本 発掘 調査 

: 平成 17 年 6 月 20 日 一 11 月 9 

520 (2x2m の 調査 区 130 ヶ所 ) 

南あわじ 市 埋蔵 文化 財 調 査 事 務 所 山崎 裕司 

: 宇治 田 力 ・ 筒 井 健司 ・ 演 本 善 美 

調査 期間 ・ 平 成 17 年 12 月 12 

調査 面積 :1 

山崎 裕司 ・ 谷 口 科 (臨時 職員 ) 

: 宇治 田 力 ・ 人 筒井 健司 ・ 演 本 革 美 

(平成 17 年 度 ) 

出土 遺物 の 洗浄 ・ 接 合 ・ 整 理 ・ 実 測 

: 谷口 欄 ・ 山 崎 裕司 

調査 担当 者 : 

外 業 補助 員 

・ 整 理 作業 

作業 内 容 : 

整理 担当 者 

170m 

日 一 平成 18 年 1 月 31 日 

本 発掘 調査 風景 

こ に 広がる こと が 

年 度 に は 報告 書 
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作業 内 容 : 出 土 遺物 の 実測 ・ ト レー ス ・ 拓 本 ・ 写 真 撮影 、 

報告 書 作成 遺構 図面 の トレ ー ス 、 

整理 担当 者 ・ 山崎 裕司 

較 三 寺 |・ 内 業 作業 員 ・ 赤 井 友 美 ・ 宇 治田 力 ・ 垣 脇 美奈 子 ・ 

苗
 
早
 

本
 

美
 
善
 
本
 
帝
 

子
 
希
 

亜
 
田
 

豊
 

子
 

早
 

美
 
岡
 

富
 

・ 三 宅 靖 子 松下 和 犯 之 

整理 作業 風景 

調査 区 設定 図 図 1



第 2 章 遺跡 の 位置 と 環境 

第 1 人 節 地理 的 環境 

1. 淡路 島 南 部 の 地形 と 気候 

淡路 島 は 、 周 囲 203km、 総 面積 592kri を 有 

する 瀬戸 内 海 最 大 の 島 で ある 。 北 は 明石 海峡 、 

東 は 紀 淡 海峡 、 西 は 鳴門 海峡 に より 画 さ れ 、 

古来 より 瀬戸 内 海 の 海 上 交通 に お いて 重要 な 

位置 を 占め て きた と 思わ れる 。 

地質 ・ 地 形 的 に は 、 花 両 岩 か ら 構 成 さ れる 

北部 の 津名 山地 と 和 氷 砂岩 や 頁岩 か ら 構 成 さ 

れる 南部 の 論 鶴 羽山 地 に 大 別 さ れる 。 科 和 鶴羽 

山地 の 北西 側 に は 島内 最大 の 三原 平野 が 広 

が っ て お り 、 大 日 ・ 三 原 ・ 成 相川 な どの 各 河 

川 が 、 平 野内 を 南東 か ら 北 西方 向 に 播磨 灘 に 

流れ 込む 。 

淡路 島 南 部 の 気候 は 、 人 に ck 

洋 側 気候 が 加味 され た 温暖 な 気候 で 年 平均 気 

温 15 一 16C、 年 平均 降水 量 は 全国 平均 より 

や や 少な い 1.300mm を 測る 。 

2. 遺跡 周辺 の 地形 

高萩 遺跡 は 南あわじ 市 賀集 福井 に 所 在 す る 。 

賀集 地区 は 三原 平野 の 南西 端 に 位置 し 、 東 側 に は 上 述 の 論 和 鶴羽 山地 、 西側 に は 南 辺 寺山 塊 が 広がる た 

め 、 平 野 部 と は いえ 、 特 に 遺跡 の 所 在 す る 地区 南部 は 山地 に 挟ま れ た 狭小 な 地形 で ある 。 

遺跡 は 三原 平野 を 流れ る 主要 河川 の 一 つ で ある 大 日 川 の 上 流域 左岸 に 立地 する 。 調査 地 の 標高 は お よ 

そ 62 一 64m を 測り 、 平 野 部 で も 比較 的 高 所 に 位置 する 。 後 述 す る が 、 弥 生 時 代 の 拠点 集落 の 一 つと 推 

定 き れる 神子 曽 遣 跡 を 億 虐 す る 位置 に 立地 する こと は 極め て 重要 と 思わ れる 。 

遺跡 周辺 は 扇状 地 地 形 が 広がり 、 和 和泉 層 群 の 上 に 第 三 期 層 が 厚く 堆積 する ( 許 1)。 第 三 期 層 の 表面 に は 

広い 範囲 で 玉石 層 が 堆積 し 、 人 頭 大 の 大 き な 礎 も 含ま れる 。 ま た 高低 差 の 大 きい 河岸 段丘 が 発達 し て お 

り 、 河 川 を 利用 し た 水利 に は 極め て 不利 で ある 。 詳し く は 第 4 章 で 述べ る が 、 水 利 に 関し て は 南東 方 向 

の 正木 池 と 呼ば れる 大 き な 溜池 が 重要 な 水源 と な り 、 こ こ か ら 「 井 出 」 と 呼ば れる 用 水路 が 低 所 に 向かっ 

て 次 々 と 枝分かれ し 、 用 水 が 行き 渡る よう な 仕組 み に な っ て いる 。 

この よう な 土地 条件 が 耕地 開発 の 大 き な 障 害 と な っ た こと は 明らか で ある 。 現在 、 我 々 は 一 帯 に 広 が 

る 水田 風景 を 是 に する こと が で きる が 、 土 壌 と 水利 と いう 二 重 の 障害 を 克服 し て きた 先 人 の 努力 の 賜物 

と いえ る 。 

図 2 南あわじ 市 の 位置 
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第 2 人 節 歴史 的 環境 
① 高 萩 遣 跡 (賀集 福井 ) が 所 在 す る 賀集 地区 で は 近年 、 彫 場 整備 や 下水 道 整 備 、 オ ニオ ン 道 路 ・ 洲 本 

灘 賀集 線 ( 阿 万 バイ パス ) な どの 道路 整備 が 行わ れ 、 大 規模 な 開発 事業 が 進展 し た 。 そ の 結果 、 新 し い 

遺跡 の 発見 が 相次ぎ 、 中 に は 淡路 島 を 代表 する よう な 重要 な 発見 る あっ た 。 こ れ ら の 新しく 得 ら れ た 知 

見 を 交え な が ら 、 人 賀集 地区 を 中 心 と し た 歴史 的 環境 を 見 て いく こと に し た い 。 

1. 旧 石 右 ・ 縄 文 時 代 

大 日 川 支流 邊 内 川 流域 の ② 長 原 遺 跡 (賀集 牛 内 ) と ③ 楠 谷 遺 跡 (賀集 野田 ) で は サ ヌ カ イト 製 の 有 舌 

失 頭 器 が 出土 し て いる 。 長原 遺 跡 は 周知 の 遺跡 で 、 数 点 が 表面 採集 され て お り 、 楠 谷 遺 跡 で は 確認 調査 

時 に 1 点 が 出土 し て いる ( 話 2。 論 稚 羽 山地 北 一 西側 の 三原 平野 と 接する 緩 斜面 の 地帯 で は 、 旧 石器 か ら 

縄文 時 代 の 早い 段階 の 遺跡 が 比較 的 多く 分 布 す る 。 

また 兵庫 県 教育 委員 会 に よっ て 平成 16 年 度 に 行わ れ た ④ 神 子 曽 遺跡 (賀集 鍛治 屋 ) の 発掘 調査 で 、 費 

文 時 代 中 期 の 廃棄 土塊 が 検出 され て お り ( 許 3)、 遺 跡 周辺 の 分 布 調査 で は 縄文 時 代 の サ ヌ カ イト 製 の 石 然 

が 多数 採集 され て いる こと か ら ( 許 り 、 周 辺 に この 時 期 の 集落 が 展開 し て いた 可能 性 が 高い 。 

2. 弥生 時 代 

平成 16 年 度 の ⑤ 嫁 ヶ 渕 遺跡 (賀集 立川 瀬 ) の 発掘 調査 に よ り 、 弥 生 時 代 前 期末 一 中 期初 頭 頃 の 土器 や 

木 刷 農耕 具 等 が 溝 か ら 出土 し た 。 平成 14 一 15 年度 の 発掘 調査 で は 、 弥 生 時 代 中 期 前 葉 頃 と 考え られ る 

円 形 堅 穴 住 居 が 検出 され て お り 、 前 一 中 期 に お いて 継続 し て 集落 が 営ま れ て いた と 推定 され る ( 許 4)。 

弥生 時 代 中 期 に は 、 上 述 し た 神子 曽 遣 跡 の 調査 に お いて 、 島 内 最大 規模 の 周 溝 墓 群 が 検 出さ れ て お り 、 

周辺 に 三原 平野 で る 中 心 的 な 集落 が 展開 し て いた 可能 性 が 高い 。 ま た 後 ・ 終 末期 の 遺構 も 検出 され て い 

る ( 誕 3) 。 

三原 平野 周辺 の 河川 の 中 ・ 上 流域 に お いて 、 高 萩 遣 跡 を 含め 、 弥 生 時 代 中 期末 一 終末 期 に 属す る 小 規 

模 な 遺跡 の 発見 事例 が 増え つつ ある 。 人 賀集 地区 に お いて は 、 大 日 川上 流 右 岸 に 位置 し 、 平 成 16 年 度 の 発 

掘 調査 で 弥生 時 代 終 末期 の 土 琉 が 検出 され た ⑥ 称 つ ノ 木 遺跡 (賀集 生子 ) ( 詩 り 、 南 辺 寺山 山頂 の ⑦ 西 山 

遺跡 (賀集 八幡 南 ) 、 南 辺 寺山 東側 山区 に 位置 し 、 後 期 一 終末 期 の 堅 失 住居 を 検出 し た ⑤⑧ 護 国 寺 東 遺跡 ( 賀 

集 八 幡 南 ) ( 話 2) な ど が 分 布 す る 。 

3. 古墳 時 代 

南 辺 寺山 東側 山 和 能 に は ⑨ 西 山北 古墳 (賀集 八幡 北 ) ・⑩ 西 山南 古墳 (賀集 八幡 南 ) が あり 、 西 山北 古 

墳 は 石室 全長 8.02m で ( 詳 り 、 現 存する 横穴 式 石室 墳 と し て は 島内 最大 規模 で 、 島 内 の 有力 な 首長 募 の 一 

つと 推定 され る 。 ま た 諭 鶴羽 山地 西側 山 麓 に も 、 野田 山 古 墳 (賀集 野田 ) ・⑫ 小 和央 古墳 (賀集 野田 ) 

等 の 横穴 式 石室 墳 が ある ( 話 2)。 人 賀集 地区 で は 、 前 ・ 中 期 の 古墳 は 今 の と ころ 未 発見 で ある 。 

中 期 の ⑬ 平 松 遺 中 (賀集 八幡 ) で は 、 二 状 遺構 付近 に 土器 だ まり が 形成 され 、 完 形 に 近い 手 づ く ね 土 

突 6 点 等 が 出土 し て お り 、 水 に まつ わる 祭祀 を 行っ た と 推定 され て いる ( 詳 5)。 ま た 近年 、 市 内 で も 出土 

例 が 増え つつ ある 韓 式 系 土器 が 2 点 出 土 し て いる ( 話 6)。 



4. 歴史 時 代 
古代 三原 郡 は 伺 文 ・ 幡 多 ・ 養 宜 ・ 榎 列 ・ 神 稲 ・ 阿 方 ・ 賀 ゅ 
集 の 七 郷 か ら 構成 され て いた 。 淡路 島 で は 古代 地名 が 比較 ⑨ 
的 多く 残存 し て お り ( 詳 の 、 こ れ ら の 古代 地名 の ほとん ど が 
現在 の 地区 の 名 称 と し て 使わ れ て いる 。 の 
賀集 郷 に は 嫁 ヶ 渕 遺跡 を は じ め と し て 人 官 衛 的 な 遺跡 が 多 

く 分 布 す る こと か ら 、 国 府 の 推定 地 で ある 榎 列 郷 や 国分 寺 ⑨ 
が 所 在 す る 差 宜 郷 な ど と 共に 、 淡 路 国 に お いて 極め て 重要 @ 
な 役割 を 果たし て いた 地区 と 推定 され る 。 を 
嫁 ヶ 渕 遺跡 で は 7 世紀 末 一 8 世紀 前 葉 頃 の 大 型 掘 立柱 建 
物 群 が 検出 され 、 中 脚 円 面 各 を は じ め と し て 各種 古 が 出土 
し て いる 。 三原 郡 衝 関 連 遣 跡 で か つ 国 府 的 機能 の 一 端 を 
担っ て お り 、 き ら に 遺跡 の すぐ 西側 に 大 日 川 が 流れ て いる 
こと か ら 、 港 (河津 ) の 機能 が あっ た と 推定 され て いる 
( 話 。 近 年 の 重要 な 発掘 調査 成果 の 一 つ で ある 。 
また 大 型 方 形 柱 穴 が 検出 され た ⑭ 石 ヶ 坪 遺跡 (賀集 八幡 
北 )、 円 面 古 や 緑 般 陶 器 が 出土 し た ⑮ 大 野 遺 跡 (賀集 八 由 
南 )、 倉 庫 と 思わ れる 総 柱 建 物 群 が 検出 され た ⑯ 岸 ノ 上 遺 @ 
跡 (賀集 八幡 南 ) の 他 、 銀 製 の 和銅 開 珠 が 表面 採集 され て 
いる 賀集 鍛治 屋 周辺 ( 詩 う に も 官 衛 的 な 遣 跡 が 存在 する 可能 
性 が 高い 。 
⑫ 戸 川 池 穴 跡 (賀集 牛 内 ) で は 、8 世 紀 末 一 9 世紀 初頭 

頃 の 須恵 器 が 多数 表面 採集 され て いる ( 話 48)。 
護国 寺 は 八木 の 淡路 国分 寺 や 成 相 寺 同様 、 律 令 期 に 起源 
を も ち 、 現 存する 極め て 長い 歴史 を も つ 寺 社 で あり 、 護 国 
寺 東 遣 跡 で は 10 世 紀 頃 と 思わ れる 軒 平 瓦 が 出土 し て いる 
( 許 2) 。 

賀集 郷 は 中 世に な る と 賀集 圧 と な り 、 人 賀集 寺 と も 呼ば れ た 護国 寺 は 賀集 八幡 神社 の 神宮 寺 と し て 繁栄 
し 、 多 く の 院 坊 ( 塔 頭 ) を も っ て いた こと が わか っ て いる ( 話 ))。 護国寺 東 遺跡 で は 、 そ の 位置 か ら 院 坊 
の 建物 で は な いか と 思わ れる 14 一 15 世 紀 頃 の 掘 立 柱 建 物 等 が 検出 され て いる ( 話 2。 
護国 寺 に 伝来 する 「 護 国 寺 文書 」 は 、 淡 路 島 を 代表 する 中 世 文書 で ある 。 第 5 章 で も 述べ る よう に 、 
高萩 地区 と 深い 関係 を も つ 国人 「 久 米 氏 」 の 関係 する 文書 が いく つか 含ま れる 。 
賀集 地区 に は 中 世 城 館 も 極め て 多く 、⑱ 佐 々  木 土 居城 跡 (賀集 八幡 南 )・⑲ 西 山南 土井 館 跡 (賀集 人 
幡 南 ) ・⑳ 城 が 丸 城 跡 (賀集 八幡 )・ 吉 城山 城跡 (賀集 鍛治 屋 )・⑳ 和 賀集 城 の 腰 城 跡 (賀集 賀集 一 賀集 
鍛治 屋 ) ・⑳ 城 の 土居 城跡 (賀集 福井 )・⑳ 丹 生 山 城跡 (賀集 野田 ) が 分 布 する 。 
中 世 の 集 落 跡 と し て は 、⑳@ 上 久保 遺跡 (賀集 野田 ) (計り ・⑳ 久 保 ノ カチ 遺跡 (賀集 福井 ) (放り 等 で 発 
掘 調査 が 行わ れ て いる 。



[三原 郡 史 』 三原 郡 史 編 筐 委 員 会 1979 

『 三 原 郡 埋蔵 文化 財 発 掘 調査 年 報 1 _1995 一 1999 年 度 埋蔵 文化 財 発 掘 調査 』」 三原 郡 広域 事務 組合 2001 
[平成 16 年 度 年 報 』 兵庫 県 教育 委員 会 埋蔵 文化 財 調 査 事 務 所 2006 
『 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 発掘 調査 年 報 1 2000 一 2004 年 度 埋蔵 文化 財 発掘 調査 」 南 あわ じ 市 教育 委員 会 2008 
松下 智 義 「 平 松 遣 跡 出 土 の 韓 式 系 土器 に つい て 」『 の じき ぎく 文化 財 保 護 研究 財団 紀要 創刊 号 」 の じ ぎ く 文 
化 財 保 護 研究 財団 1996 

定 松 佳 重 ・ 谷 口 横 「 南 あわ じ 市 出土 の 韓 式 系 土器 に つい て 」「『 韓 式 系 土器 研究 攻 」 韓 式 系 土器 研究 会 2006 
武田 信 一 『 淡 路 島 の 地名 研究 」 兵 庫 県 地名 研究 会 1996 

. 浦上 雅史 「 淡 路 島 の 古 欠 基 出 土 の 須 恵 器 に つい て 」『 淡 路 考 古 学研 究 会 誌 第 3 号 』 小 考古 学研 究 会 1977 

.「『 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 調 査 年 報 箇 2006 年 度 埋蔵 文化 財 調 査 」 南あわじ 市 教育 委員 会 2010 



第 3 章 調査 成果 

第 1 節 A 地 区 

遺跡 東部 に 位置 し 、 標 高 は 約 64m で ある 。B 地 
区 同様 、 段 丘 直上 に 立地 し 、 北 東側 は 段丘 地形 を っ に 。 ペ 
踏襲 する と 思わ れる 高低 差 の 大 き な 貴 で 画 き れる 。 ンー 
調査 区 の 幅 約 3m、 長 き 約 25m、 面 積 は 約 75mi で 、 
南西 部 で わずか な が ら 中 世 の 遺 構 が 検出 され た 。 

1. 層 序 ( 図 8) 

遺物 包含 層 は ほとん ど 残 っ て お ら ず 、 耕 地 開発 

に より 削 平 を 受け た 可能 性 が 高い 。5 層 以 下 は 非 

常に 不安 定 な 扇状 地 堆積 層 で ある が 、 こ れ ら の 層 

の 上 面 に 遺構 面 が 形成 され て いた 。 

ao ニー sg 
2. 遺構 ( 図 9、 写 真 図 版 2) 

全体 に 検出 遺構 は 少な か っ た 。 北 東側 は 埋 土 が 図 5 A 地 区 の 位置 

淡 灰 色 砂 質 土 で 、 遺 物 は 全く 出土 し て いな い 。 自然 地形 、 あ る い は 遺構 

面 に 人 頭 大 の 人 が 多く 含ま れる こと か ら 、 和 耕地 開発 の 際 に 人 を 取り 除い 

た 跡 の 可能 性 $ も 考え られ る 。 南 西側 の 土 志 状 の 遺構 13 と その 周囲 の 遺構 / - 和 
0 S=1/4 10cm 

9 一 12 は 埋 士 が 黒色 粘 砂 質 土 で 、 こ の うち 遺構 10 二 13 か ら は 細 片 化し ーーー ニー 一 

て いる が 中 世 後 半 と 思わ れる 遺物 が 出土 し た 。 図 6 A 地 区 遺構 13 
出土 中 世 土 器 

3. 遺物 ( 図 6・7、 写 真 図 版 2) 

出土 土器 は 全て 中 世 の 土 師 容 片 で あり 、 出 土 遺物 中 に 瓦 回 ・ ンプ ン z ご こ 夕 s 

須恵 療 片 は 含ま れ て いな か っ た 。 出土 遺物 は 細 片 化し て お り 、 [ Li っ 

図 化 で きる 資料 は 遺構 13 出 土 の 1 点 の み で あっ た 。 参考 と し て 

A 地 区 の 西 約 10m の 位置 に 設定 し た 確認 調査 区 No.60 の 出土 遺 

物 を あわ せ て 図示 する 。 

1 は 遺構 13、2 が 確認 調査 区 No.60 の 遺構 1 か ら 出 土 し た 土 

師 突 皿 で ある 。 と る に 回 転 台 に より 成形 され て お り 、 体 部 が 

わずか に 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。2 は 疑 壁 が 

非常 に 薄い つく り で ある 。 1 は 人 復元 口径 11.6cm、2 が 復元 口径 

10.5cm を 測る 。 

3 は 確認 調査 区 No.60 の 遺構 1 か ら 出土 し た 土師 器 小 皿 で ある 。 

回 転 台 成形 され 、 底 部 外面 に は 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 口 縁 端 部 を 

失 り 気味 に お さめ る 。 復元 口径 5.9・ 復 元 底 径 4.8・ 疑 高 0.9cm を 測 
図 7 確認 調査 区 No.60 

る 。 出土 中 世 土 器 ・ 平 面 図
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第 2 節 B 地 区 

遺跡 北部 に 位置 し 、 標 高 は 約 62m で ある 。 北 東 

側 に は A 地 区 方 向 へ 続く 段丘 面 が 見 られ る が 、 高 

低 差 が 4m 以 上 6 る あり 、A 地 区 より さら に 発達 し 

た 様相 を 見 せる 。 幅 約 3m、 長 る 約 10m、 調 査 面 

積 は 約 30i の 小さ な 調査 区 で 、 弥 生 時 代 後 期 前 半 

を 中 心 と する 遺構 が 検出 され た 。 

1. 層 序 ( 図 11・12、 写 真 図 版 3) 

図 11 の 5 一 10 層 は 弥生 時 代 の 遺物 を 多く 含む 。 

13 層 の 上 面 で 遺構 検出 を 行っ た 。13 層 が 扇状 地 堆 

積 物 の 粗い 層 で ある こと か ら 、 粒 子 の 細か い 10 層 

等 の 染み 込み で 12 層 が 形成 され た よう で ある 。12 

層 は A-ーB・C-D セ クシ ョ ン 3 層 、E-F セ クシ ョ 

ン 4 層 と 対応 する 。 こ れ ら の 層 を 遺構 埋 土 と 誤認 

し 、 や や 掘り すぎ た 部 分 が ある 。 

揚 乱 

10YR6/8 明 黄 褐色 砂 質 土 

2.5Y6/1 黄 灰色 砂 質 土 ( 耕 土 ) 

10YR5/2 灰 黄 褐 色 砂 質 土 (Fe 沈着 ) 

10YR3/1 黒 褐色 細 砂 質 土 (腐り 礎 含む ) 

10YR3/3 暗 褐色 細 砂 質 土 (腐り 礎 含む ) 9
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図 10 B 地 区 の 位置 

10YR3/2 黒 褐色 細 砂 質 土 (腐り 礎 含 む ) 

10YR3/2 黒 褐色 礎 混 砂 質 土 (腐り 礎 含 む ) 

10YR2/1 黒 色 粘 砂 質 土 (遺構 7 埋 士 ) 

10YR3/2 黒 褐色 砂 質 土 (腐り 礎 合 む ) 

10YR4/2 灰 黄 褐色 砂 礎 土 (2 5cm 大 の 礎 ) 

10 と 13 混 じ る 

2.5Y6/6 明 黄 褐色 礎 混 砂 質 土 (5 10cm 大 の 磯 ) 3
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図 11 B 地区 南東 壁 層 序 図
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図 12_B 地 区 平面 図 ・ 遺 構 層 序 図 
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10 層 と 溝 7 埋 士 で ある 9 層 の 切り あい は 確認 で きた が 、 遺 構 1 や 土塊 4 の 切り あい が 礁 認 で き な か っ た 

こと か ら 、 検出 遺構 に 時 期 差 が ある 可能 性 も 考え られ る 。 

2. 遺構 ( 図 12、 写 真 図 版 3) 

土 折 3 は 堅 穴 住居 の 中 央 土塊 と 考え られ る こと か ら 、 堅 穴 住 居 の 中 心 部 付近 を 検出 し た と 考え られ る 。 

調査 区 の 制約 の た め 全 体 の プラ ン が わか り 難 い が 、 図 11 の 10 層 等 が 住居 内 に 堆積 し た 状況 を 示し て お り 、 

北 束 一 南西 で お お よそ 8 一 9m 程 度 の 規模 と 推定 され る 。 

遺構 埋 士 は 全て 黒 一 黒褐色 で 同じ よう な 土 色 ・ 土 質 で ある 。 こ の うち 土 折 3・4、 遺 構 5、 溝 6 か ら 

弥生 時 代 後 期 前 半 の 土器 が 出土 し て いる 。 

次 に 堅 療 住居 に 伴う と 考え られ る 主要 な 遺構 に つい て 述べ る 。 

土 項 3 2 段 掘 り の 形状 か ら 中 央 土塊 と 考え られ 、1 段 目 の 深 さ が 約 15cm、2 段 目 は さら に 一 邊 目 か 

ら 約 40cm 掘 り 下 げ ら れ 、1 段 目 の 直 径 が 最大 で 約 240cm、2 段 是 が 約 110cm を 測る 。 

土 琉 4 最深 部 約 10cm の 浅い 窪み で 、 焼 土 を 含む 。 西側 肩 部 に 被 熱 痕 が 認め られ た 。 

溝 6 堅 穴 住居 の 屋内 溝 と 考え られ 、 溝 底 は 土塊 3 に 向かっ て 緩やか に 低く な る 。 中 央 部 で 幅 約 75cm・ 

深 さ 約 6cm を 測る 。 

3. 遺物 

遺構 ・ 包 含 層 か ら 、 弥 生 時 代 後 期 前 半 と 思わ れる 土器 が 出土 し て いる 。 

(1 遺 構 出 土 弥 生 土器 ( 図 13、 写 真 図版 4・5) 

土 3 8 一 13 が 出土 し た を 。8 は 葬 の 口 縁 部 と 思わ れる 。 ヨコ ナ デ で 仕上 げ ら れ 、 端 部 に 面 を つく る 。 

9 は 塊 形 高 捧 の 珠 部 で は な いか と 思わ れる 。 外面 に ヘラ ミガキ を 密 に 施す 。10 は 台 付 鉢 等 の 底部 と 思わ 

れ 、 ナ デ に より 仕上 げ ら れ て いる 。 復 元 底 径 5.4cm を 測る 。11 は 殺 で 比較 的 残り が 良い 。 底 部 が や や 突出 し 、 

底 体 部 境 が つぶ れ た よう な 形状 で 丸み を 帯び て いる 。 体 部 は 内 湾 し 、 ナ デ に より 仕上 げ ら れ て いる 。 ロロ 

径 9.9・ 器 高 41・ 底 径 3.8cm を 測る 。12・13 は 底部 片 で 、 体 部 外面 は タタ キ 後 、 ハ ケ メ を 施し て いる 。12 

は 底 径 5.7cm、13 は 復元 底 径 6.8cm を 測る 。12 は 4 の 底部 の 可能 性 も 考え られ る 。 

二 堂 』 葬 の 口 縁 部 と 思わ れる 6・7 が 出土 し た 。6 は 「 く 」 字 状 を 呈し 、 直 線 的 な 形態 で ある 。 端 部 

に 面 を つく り 、 細 い 1 条 の 凹 線 が 施さ れ て いる 。7 は 他 と は や や 形態 が 違い 、 端 部 に 向かっ て 緩やか に 

外 半 する 短い 口 縁 部 で ある 。 ま た 他 の 口 縁 部 は 端 部 まで 厚み が ほぼ 均一 で ある が 、7 は 英 部 に 向かっ て 

細く な る 形態 で ある 。 内面 に は ハケ メ が 施さ れ て いる 。 

遺構 5 14 の 底部 片 が 出土 し た 。 底 径 5.2cm を 測る 。 

溝 6 4・5 が 出土 し た 。 4 の 破片 の 一 部 は 土塊 3 か ら $ る 出土 し て いる 。 4 は 比較 的 残り が 良く 、 葬 の 

品 縁 部 か ら 体 部 下 半 に か け て の 形態 や 調整 方 法 の わか る 唯一 の 資料 で ある 。 口 縁 は 「 く 」 字 状 で 、 ヨ コ 

ナ デ で 仕上 げ ら れ て お り 、 端 部 に 明瞭 な 面 を つく る 。 体 部 外面 に タタ キ に より 成形 し た 跡 が 残る が 、 頸 

部 付近 で は その 上 か ら 縦 方向 の ハケ メ が 施さ れ て いる 。 体 部 内 面 は ケズ リ 痕 が 顕著 に 残る 。 復 元 口径 約 

18.4・ 復 元 頭 部 径 約 14.4・ 復 元 体 部 最大 径 約 24.8cm を 測る 。5 も 葬 の 口 縁 部 と 思わ れ 、 ヨ コナ デ で 仕上 げ 

られ て いる が 、 端 部 は 面 で な く 丸 み を 常 び て いる 。 
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図 13 B 地 区 遺構 出土 弥生 土器 

(2 包含 層 出 土 弥生 土器 ( 図 14、 写 真 図版 4・5) 

5・17 は 高 折 の 款 部 と 思わ れる 。15 は 近 部 か ら 直 立 し て 立ち 上 が り 、 や や 外 反 する 口 縁 部 が 付く 。 口 
縁 部 外面 に は 細い 凹 線 3 条 が 施さ きれ て いる 。 内側 に は ヘラ ミガキ が 施さ きれ て いる 。 復 元 口径 約 21.4cm を 
測る 。17 は 口 縁 部 が 剥 郊 し て いる 。 外 面 に は 答 部 分 に 幅 約 16cm の 貼り 付け が 見 られ る 。 款 部 内 面 に は 
粗い ヘラ ミガキ が 、 外 面 に は ハケ メス が 施 き れ て いる 。 徐 部 分 の 復元 径 は 約 188cm を 測る 。16 は 志 も し く 
は 器 台 の 口 縁 部 で あろ う 。 外面 に は 波状 文 が 施さ れ 、 円 形 浮 文 を 貼り 付け て いる 。 復元 口径 約 19.9cm を 
測る 。 

18 は 高 捧 の 中 空 の 脚 部 で 、 下 部 に 円 形 の 透 し 穴 が 空け られ 、 外 面 に ヘラ ミガキ が 施 き れ て いる 。 

19 は お そら く 広 口 電 の 頸 部 で 、 キ ザ ミ が 施さ れ た 1 条 の 凸 帯 が 張り 付け られ て いる 。 体 部 外面 に は へ 

ラミ ガキ が 施さ れる 。 

20 は 体 部 の 開き が 小さ いこ と か ら 、 葬 の 底部 で は な いか と 思わ れる 。 体 部 外面 は 縦 方 向 に ハケ メ 、 内 

面 は 横 方 向 に ハケ メ が 施さ れる 。21 は 外面 の 一 部 に ヘラ ミガキ が 見 られ 、 体 部 の 開き が 非常 に 大 きい こ 

と か ら 、 細 頸 夫 の 底部 で は な いか と 思わ れる 。 こ れ 以 外 の 底部 の 器 種 に つい て は 不明 で ある 。21・23 の 

内 面 に は 底部 中 央 か ら 放 射 状 に ハケ メ が 施さ れ て いる 。22・24 の 内 面 に は 横 方 向 に ハケ メ が 施さ れ て い 

る 。25 の 外面 に は 薄く タタ キ 痕 が 残る 。 底 径 は 20 が 推定 で 5.6cm、21 が 42cm、22 が 4.0cm、23 が 3.9cm、24 

が 3.5cm、25 が 推定 で 4.0cm を 測る 。 

ミ
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/。 が / 人 ジー /[\ 

24 

グル 

ジン 7 wN = ンダ 。 

Y | NS 
図 14 B 地 区 包含 層 出 土 弥生 土器 



第 3 人 節 C-1 地 区 
遺跡 西部 に 位置 する 。 標高 は 約 64m で 、 南 か ら 

北方 向 に 緩やか に 低く な る 。 中 世 の 遺 構 が 中 心 で 

ある が 、 弥 生 時 代 の 遺構 も わずか な が ら 検 出さ れ _ : > 

た 。 中 世 は 掘 立柱 建物 2 棟 が 復元 で き 、 建 物 1 が 南 4 | 

部 調査 区 外 に 広がる こと が わか っ た た め 調 査 区 の 

拡張 を 行っ た 。 拡張 後 の 調 査 区 の 面積 は 約 600m 

で ある 。 

ご 層 序 ( 図 16) 人 
層 序 図 24 一 26 層 の 上 面 が 遺構 検出 面 で 、A・B は 。 ーー ペー 

地区 と 比べ る と 春 が 少な く 、 安 定 し た 土壌 で ある 。 _ 定 に 1 地区 | 
2 一 13 層 は 床 土 や 雇 土 等 で 、 耕 地 開発 に 伴う リリ リー ジン ズ 

層 が 厚く 堆積 し て いる 。 16 層 に 中 世 の 遺 物 が 含ま 
れる が 、 遺 物 包含 層 の 残り が 非常 に 悪く 、 開 発 の ヘー ルー 
影響 を 大 きく 受け て いる と 推定 され る 。 

| 

| 
| 
| 
| 

| 
| 
| 
| 

| 

は 日 

| 
日 

耕作 土 

10YR4/1 褐 灰色 粘 細 砂 質 土 

2. 5Y5/6 黄 褐色 礎 混 細 砂 質 土 (25 cm 大 の 礎 ) 

2.5Y5/1 黄 灰色 極細 砂 質 土 

2. 5Y5/1 黄 灰色 粘 細 砂 質 土 

2.5Y5/6 黄 褐色 粘 細 砂 質 土 

2.5Y4/2 暗 灰 黄色 粘 細 砂 質 土 

5Y5/1 灰 色 細 砂 質 土 

2.5Y4/2 暗 灰 黄 色 礎 混 粘 細 砂 質 土 (5 へ 10cm 大 の 礎 ) 

10YR5/8 黄 褐色 細 砂 質 士 

5Y5/1 灰 色 粘 細 砂 質 土 

2.5Y4/4 オ リー ブ 褐 色 粘 細 砂 質 土 1m 

2.5Y4/4 オ リー ブ 褐 色 粘 砂 質 士 

2.5Y4/1 黄 灰色 粘 細 砂 質 土 (Mn 多く 沈着 、 遺 構 11 埋 士 ) 

14 土 礎 混 (5ー20cm 大 の 礎 ) 21 10YR3/2 黒 褐色 粘 細 砂 質 土 (遺構 埋 土 ) 

2.5Y4/2 暗 灰 黄色 粘 細 砂 質 士 22 10YR4/2 灰 黄 褐色 粘 細 砂 質 土 (Mn 少し 沈着 、 遺 構 埋 士 ) 

2.5Y5/2 暗 灰 黄 色 粘 細 砂 質 土 (遺構 埋 士 ) 23 10YR5/2 灰 黄 褐色 粘 細 砂 質 土 (Mn 少し 沈着 、 遺 構 埋 士 ) 

10YR3/2 黒 褐色 粘 砂 質 士 (Mn 沈着 、 遺 構 埋 士 ) 24 10YR4/6 褐 色 粘 砂 質 土 (Mn 多く 沈着 ) 

2.5Y5/1 黄 灰色 粘 砂 質 土 (Mn 多く 沈着 、 遺 構 埋 士 ) 25 10YR4/3 に ぶ い 黄 褐色 粘 細 砂 質 土 

10YR4/2 灰 黄 褐色 粘 細 砂 質 土 (Mn 多く 沈着 、 遺 構 埋 士 ) 26 10VR4/3 に ぶ い 黄 褐 色 礎 混 粘 細 砂 質 土 (5 15cm 大 の 礎 ) 
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図 16 C 一 1 地区 北西 ・ 北 東 壁 層 序 図



2. 遺構 ( 図 17、 写 真 図版 6) 

遺構 は 中 世 が 中 心 で ある 。 特 に 調査 区 南部 で 柱 療 を 多数 検出 し て お り 、 建 物 1 ・2 が 復元 で きた 。 こ 

れ ら の 主要 な 遺構 に つい て は 後述 する 。 建 物 群 の 北側 に 広がる 遺構 11 は 流 路 と 窪地 状 の 地形 で 構成 きれ 

る 。 中 世 の 遺 物 が 出土 し て お り 、 ほ と ん ど は 流れ 込み と 思わ れる 。 土 琉 80・199 か ら は 弥生 時 代 中 期 後 

半 の 遺物 が 出土 し て お り 、 地 区 北部 の 一 部 の 遺構 は 弥生 時 代 の 可能 性 が ある 。 

弥生 時 代 と 中 世 の 人 遺構 埋 士 は 暗 灰 色 の 同じ 色調 を 星 し 、 判 別 は 不可 能 で あっ た 。 こ の 暗 灰 色 の 埋 士 は 

後述 する C- 2 地区 の IT 期 の 土 琉 埋 士 に 伏 て いる 。 II 期 に 対応 する 淡 灰 色 の 埋 士 は に 見 られ な か っ た 。 

/
/
 

ーー 0 (S=1/200) 5m 

iiiilillilil- 

図 17 C 一 1 地区 回 図



建物 1 ( 図 18、 写 真 図版 7) 総 柱 の 掘 立柱 建物 で 、 母 屋 部 分 と 謝 と 推定 され る 付属 部 分 に わか れる 。 

母屋 部 分 は 梁 行 2 間 x 桁 行 3 間 で 約 33.5 吾 の 規模 で ある 。 特 に 母屋 部 分 南側 の 柱 穴 は 、 平 面 形 が いび つ 

な 檜 円 形 を 呈す る も の が 多く 、 柱 の 抜き 取り が 行わ れ た の で は な いか と 思わ れる 。 

軒 属 部 分 に つい て は 母屋 部 分 の 四面 を 謝 が 開い 、 東 側 に は さら に 擁 彩 が 付属 する 構造 と 思わ れる 。 一 

部 未 検出 部 分 が ある が 、 付 属 部 分 を 含め た 建物 規模 は 約 65.4T と 推定 され る 。 付属 部 分 の 柱 穴 に つい て 

は 、 母 屋 部 分 の 柱 筋 の 延長 上 に 設定 され て いる も の が 多く 、 あ る 程度 の 規則 性 が 見 られ る 。 

付属 部 分 の 外側 に さら に 柱 列 群 が 見 られ る が 、 付 属 部 分 と は 違い 母屋 部 分 の 柱 筋 と は 全く 対応 し て い 

な い 。 し た が っ て 建物 と は 構造 的 に 関わ り の 無い 机 列 や 詞 の よう な 施設 と 推定 され る 。 

so は 

加 に 
0 
マム 
6 

図 18 C 一 1 地区 建物 1 平面 ・ 断 面 図 

土 玉 15 ( 図 19、 写 真 図 版 7) 建物 1 の 母屋 部 分 北西 1 間 x1 間 に 対応 する よう に 掘ら れ た 約 2mx2.5m の 

隅 丸 方 形 の 土塊 で ある 。 建物 柱 交 と の 切り あい か ら 、 建 物 1 の 廃絶 後に 掘 前 され た と 思わ れる 。 埋 士 は 

炭 を 多く 含ん で お り 、 ま た 人 頭 大 の 人 が 南側 に 、 焼 土 が 中 央 付近 に 集中 し て 出土 し て いる 。 礎 は すべ て 
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で は な い が 、 和 被 熱 し た も の が 含ま れる 。 礎 を 取り 除い た 最 下 部 か ら 、2 枚 の 銅 銭 が 出土 し て いる 。 

1 5Y4/1 灰 色 粘 細 砂 質 土 ( 炭 含む ) 

2 2.5Y4/2 暗 灰 黄色 粘 砂 質 土 (Mn 沈着 、 炭 含む ) 

3 2.5Y3/2 黒 褐色 粘 砂 質 土 (Mn 沈着 、 焼 土 多く 含む 、 上 炭 含 む ) 

4 2.5Y5/1 黄 灰色 礎 混 粘 細 砂 質 土 (5 へ 10cm 大 の 奏 ) 

5 

6 

7 

2.5Y4/1 黄 灰色 粘 砂 質 土 (Mn 沈 着 、 腐 り 礎 含む ) 

2.5Y5/2 暗 灰 黄色 礎 混 粘 細 砂 質 土 (2ー5cm 大 の 礁 、 焼 土 少 し 含む ) 

10YR5/6 黄 褐色 粘 細 砂 質 土 (Mn 沈着 ) 

0 1 で 

| | | | | | | || | | | | 

図 19 C 一 1 地区 土塊 15 遺物 出土 状況 平面 ・ 層 序 図 

建物 2 ( 図 20) 俊行 2 間 x 桁 行 4 
間 の 掘 立柱 建物 で 規模 は 約 204 で 
ある 。 特 に 南西 隅 の 柱 間 が 不揃い wm ーー 一 
で 、 必 物 の 平面 形 が 台形 に 歪ん で い 5 - , 
る 。 一 部 建物 内 部 の 柱 穴 が 確認 で き _ 計 LB ご e。「 
な か っ た が 、 総 柱 で あっ た 可能 性 も 
考え られ る 。 柱 穴 か ら の 出土 遺物 は 
少な か っ た が 、 建 物 1 よ りや や 新 し 
い 様 相 を 示す 。 
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3. 遺物 

中 世 の 土 器 と 古銭 、 弥 生 時 代 中 期 

後半 の 土器 が 出土 し て いる 。 

s
o
 

(1 遺構 出土 中 世 土 器 ・ 古 銭 図 C 一 1 地区 建物 2 平面 ・ 断 面 図 

( 図 21・23、 写 真 図 版 8 一 10) 

建物 1 柱 穴 26 一 35 が 出土 し た 。26 一 28 は 柱 穴 25 か ら 出 土 し た 。26 の 口 縁 端 部 周辺 は 須恵 器 の 重ね 

焼き 痕 に 似 て いる が 、 回 転 台 成 形 で な く 口 縁 部 を ヨコ ナ デ し て いる こと か ら 此 器 塊 の 破片 と 皿 わ れる 。 

復元 口径 16.1cm を 測る 。 27 は 回 転 台 成形 の 土師 器 皿 で 、 体 部 は 底部 か ら 内 湾 気 味 に 立ち 上 が る が 上 半 は 

直線 的 で ある 。 口 縁 部 を 強く ロク ロナ デレ し 、 召 壁 が 薄く な っ て いる 。 口 縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 復元 品 

径 11.9cm を 測る 。28 は 土師 器 皿 底部 で 体 部 は 内 湾 気 味 に 立ち 上 が る 。 磨耗 が 激しい が 外面 に 回 転 糸 切 痕 

が 残る 。 底 径 7.0cm を 測る 。 

30・31 は 柱 穴 223 か ら 出土 し た 。30 は 回 転 台 成 形 の 土師 器 皿 で 、 体 部 は 少し 内 湾 し 口 縁 端 部 を 失 り 気 

味 に お さめ る 。 復元 口径 11.6cm を 測る 。31 は 回 転 台 成形 の 土師 器 皿 で 、 体 部 は 直線 的 で ある が 底部 か ら 

は 内 湾 気 味 に 立ち 上 が る 形態 の よう で ある 。 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 復元 口径 11.7cm を 測る 。 
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29・32 は 柱 穴 240 か ら 出 土 し た 。29 は 回 転 台 成形 の 土師 器 小皿 で 、 体 部 は 内 湾 し 口 縁 敵 部 を 丸く お き さ 

め る 。 刀 高 は 0.9cm を 測る 。32 は 回 転 台 成形 の 土師 鶴 皿 で 、 体 部 は 直線 的 で 口 縁 英 部 を 丸く お さめ る 。 

復元 口径 14.1cm を 測る 。 

33・34 は 柱 穴 234 か ら 出 土 し た 。33 は 回 転 台 成 形 の 土師 器 皿 で 、 体 部 は 直線 的 で ある が 底部 か ら は 内 

浴 気 味 に 立ち 上 が る 。 口 縁 英 部 を 丸く お さめ る 。 復元 口径 12.0・ 復 元 底 径 6.3・ 突 高 3.0cm を 測る 。34 は 

回 転 台 成 形 の 土師 器 皿 で 、 体 部 は 内 湾 し 内 面 に 段 状 に ロク ロナ デ 痕 が 残る 。 口 縁 英 部 を 丸く お さめ る 。 

底部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 口 径 12.6・ 底 径 7.0・ 器 高 28cm を 測る 。 

35 は 柱 穴 238 か ら 出土 し た 。 須恵 刀 皿 底部 で 底部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 体 部 は 底部 か ら 内 湾 気 味 

に 立ち 上 が る 。 復元 底 径 7.6cm を 測る 。 

土 15_36・82 (写真 図版 の み ) が 出土 し た 。36 は 回 転 台 成形 の 土師 器 皿 で 、 体 部 は 内 湾 し 口 縁 敵 部 

は 丸み を 常 び た 面 を つく る 。 復元 口径 12.3cm を 測る 。82 は 遺構 最 下 部 か ら 出土 し た 2 枚 の 銅 銭 の 内 の 1 枚 

で 聖 宋 元 宴 (1101 年 ) で ある 。 る う 一 枚 は 細 片 化し て お り 不 明 で ある 。 

建物 2 柱 穴 37 が 柱 穴 13 か ら 出 土 し た 。 回 転 台 成形 の 土師 突 皿 で 、 鶴 壁 が 非常 に 省 い つく り で ある 。 

体 部 は 内 湾 し 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 復元 口径 12.0cm を 測る 。 

遺構 11 38 一 50 が 出土 し た 。 こ の うち 49・50 は 土塊 状 を 呈す る 遺構 81 か ら 出 土 し て いる が 、 遺 構 11 

の 一 部 と 思わ れる 。 

38 は 上 瓦 器 皿 と 思わ れる 。 底 一 体 部 外面 に か け て ユビ オ サ エ 痕 が 残り 、 口 縁 部 を ヨコ ナ デ す る 。 内 面 に 

は ヘラ ミガキ を 粗く 施す 。39 は 回 転 台 成形 の 須恵 穴 皿 で 、 口 縁 部 に 重ね 焼き 痕 が 残る 。 体 部 は 内 湾 し 口 

縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 復元 口径 11.6cm を 測る 。 

40 一 42 は 回 転 台 成形 の 土師 器 皿 で ある 。 体 部 の 形態 は 様々 で 、40 は 直線 的 、41 は 内 湾 、42 は 外 反 する 。 

40・42 は 口 縁 端 部 を 丸く 、41 は 人 失 り 気味 に お さめ る 。 復元 口径 は 40 が 13.0cm、41 が 11.7cm、42 が 11.9cm 

を 測る 。 

43 一 46 は 土師 器 皿 の 底部 で 、 外 面 に は 回 転 糸 切 痕 が 残る 。43 の 体 部 は 底部 か ら 直 線 的 に 立ち 上 が る が 、 

44 一 46 は 内 湾 気 味 に 立ち 上 が る 。 復元 底 径 は 43 が 6.9cm、44 が 6.4cm、45 が 7.0cm、46 が 7.1cm を 測る 。 

47・48 は 回 転 台 成形 の 土師 器 小皿 で ある 。47 は 短い 口 縁 部 を 失 り 気味 に お さめ 、 底 部 外面 に 回 転 糸 切 

痕 が 残る 。 復 元 口径 5.6・ 復 元 底 径 5.0・ 如 高 0.9cm を 測る 。48 は 口 縁 英 部 を 肥厚 気味 に 丸く お さめ る 。 如 

高 は 1.4cm を 測る 。 

49 は 土師 器 皿 の 底部 で 、 外 面 に は 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 体 部 は 内 湾 気 味 に 立ち 上 が る 。 底 径 6.9cm を 測る 。 

50 は 回 転 台 成 形 の 須恵 器 皿 で 、 体 部 は 内 湾 し 口 縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 

その 他 の 遺構 _51 は 遺構 50 か ら 出 土 し た 。 回転 台 成 形 の 土師 妖 皿 で 、 体 部 は 直線 的 で 口 縁 英 部 を 失 り 

気味 に お さめ る 。 復元 口径 12.2cm を 測る 。 

52 は 遺構 24 か ら 出 土 し た 。 土師 器 皿 も し く は 小皿 の 底部 で 、 体 部 は 直線 的 に 立ち 上 が る 。 復元 底 径 は 

48cm を 測る 。 

53 は 遺構 28 か ら 出土 し た 。 土師 器 小皿 の 底部 で 、 体 部 は 直線 的 に 立ち 上 が る 。 復元 底 径 は 5.1cm を 測る 。 

54 は 遺構 78 出 土 、 55 は 遺構 226 出 土 、 56 は 遺構 227 出 土 の 土 師 器 皿 底 部 で 、 外面 に は 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 

54 は 体 部 が 内 湾 し て 立ち 上 が り 、 復 元 底 径 7.8cm を 測る 。55 は 体 部 が 内 湾 す る 形態 と 思わ れる 。 底 径 5.7 

cm を 測る 。56 は 体 部 が 底部 か ら 内 湾 気 味 に 立ち 上 が る 。 復元 底 径 6.0cm を 測る 。 

57 は 遺構 247 か ら 出土 し た 回 転 台 成形 の 須恵 突 皿 で 、 口 縁 部 に 重ね 焼き 痕 が 残る 。 体 部 は 内 湾 し 口 縁 
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図 21 C 一 1 地区 遺構 出土 中 世 土 器



敵 部 を 丸く お さめ る 。 

83 (写真 図 生 の み ) は 遺構 258 か ら 出 土 し た 銅 銭 で 、 性 秦 元 害 (1068 年 ) で ある 。84・85 は 遺構 259 か 

ら 出土 し た 銅 銭 で 、2 枚 が 完全 に 癒着 し て し まっ て いる 。84 が 開元 通 害 (960 年 )、85 が 皇 宋 通 審 (1038 

年 ) で ある 。 

(2 包含 層 出土 中 世 土 器 ( 図 22、 写 真 図版 9・10) 

ほとん どの 遺物 は 建物 群 よ り 北 側 で 出土 し て お り 、 遺 構 11 の 上 層 部 か ら 出 土 し た 遺物 も 一 部 含ま れ て 

いる 可能 性 が ある 。 

58 は 備前 焼 搬 鉢 で ある 。 口 縁 端 部 の 特に 上 方 へ の 拡張 が 顕著 で 、 乗 岡 編 年 中 世 4 期 庄 1)) と 思わ れる 。 

復元 口径 27.0cm を 測る 。 

59 は 須恵 器 電 の 口 縁 部 で ある 。 口 縁 は 「 く 」 字 状 を 呈し 、 英 部 は 面 を な す 。 復元 口径 18.8cm を 測る 。 

60 一 66 は 東 播 系 の 須恵 器 鉢 で ある が 、64 の み 土 師 器 に 近い 焼成 で ある 。 口 縁 端 部 を ほとんど 拡 張 し 

な い 60、 端 部 を 上 下 に 少し 拡張 し 丸み を も つ 61・62、 英 部 の 特に 上 方 へ の 拡張 が 顕著 な 63 一 66 に 分 類 

で きる 。 

67 は 羽 釜 形 タ イプ の 土 製 煮 炊 具 で 播磨 形 ( 許 2) と 思わ れる 。 

68・69・74・75・78 一 80 は 回 転 台 成 形 の 土師 器 皿 で 、68・69・75・80 の 底部 外面 に は 回 転 糸 切 痕 が 

明瞭 に 残る 。 体 部 は 底部 か ら 内 湾 気 味 に 立ち 上 が り 、68・69・74 は 体 部 が 内 湾 す る 。68 は 口 縁 部 を 強 

< く ロク ロナ デ し て 販 壁 が 薄く な っ て お り 、 端 部 を 丸く お さめ る 。 口径 11.7・ 底 径 6.7・ 如 高 344cm で ある 。 

69 は 底 径 6.1cm、74 は 復元 底 径 6.8cm、75 は 復元 底 径 6.9cm、78 は 復元 底 径 7.7cm、79 は 復元 底 径 6.4cm、80 は 

復元 底 径 6.5cm を 測る 。 

70 一 73・76・77・81 は 回 転 台 成形 の 土師 器 小 皿 で 、70・71・76・81 の 底部 外面 に は 回 転 糸 切 痕 が 残 

る 。71・77 は 底部 が 突出 する 形態 で ある 。 口 縁 部 が 残っ て いる 70 一 73 は すべ て 直線 的 で 、 端 部 は 70 が 

失 り 、71 一 73 は 丸く お さめ る 。70 は 復元 口径 7.8・ 復 元 底 径 6.4・ 妖 高 1.4cm、71 は 復元 口径 7.6・ 復 元 底 

径 6.1・ 如 高 1.5cm、72 は 復元 口径 7.3・ 復 元 底 径 6.4・ 宮 高 10cm、73 は 復元 口径 6.9・ 復 元 底 径 5.7・ 器 高 1.0cm、 

76 は 復元 底 径 4.8cm、77 は 復元 底 径 5.1cm、81 は 復元 底 径 5.1cm を 測る 。 

(3 克 生 土器 ( 図 24、 写 真 図 版 11) 

86 一 88 は 包含 層 、89 は 土 需 80、90 一 92 は 土 需 199 か ら 出 土 し た 。 弥 生 時 代 中 期 後 半 と 思わ れる 。 

86 は 堆 の 口 縁 部 と 思わ れる 。 端 部 は 面 を な し 、 復元 口径 17.2cm を 測る 。87 は 86 の 近辺 で 出土 し て お り 、 

胎土 ・ 焼 成 と も 極め て 似 て いる こと か ら 同 一 個体 で 堆 の 底部 片 で ある 可能 性 が 高い 。 内面 に は 粗い ハケ 

メ が 施さ れ て いる が 、 体 部 外面 は 磨耗 の た め 調 整 不 明 で ある 。 復元 底 径 7.2cm を 測る 。88 は 半 の 底部 片 

で は な いか と 思わ れる 。 体 部 外面 に は 粗い 縦 方 向 の ハケ メ が 施さ れ て いる 。 底 径 7.0cm を 測る 。 

89 は 半 の 口 縁 部 の 一 部 と 思わ れ 、 端 部 は 面 を な し 上 方 に 肥厚 & せ る 。 

90 一 92 は 胎土 ・ 焼 成 と も 極め て 似 て いる こと か ら 同 一 個体 の 可能 性 が 高く 、90 は 水 差 形 土 器 の 頸 部 、 

91 は 把手 部 分 、92 は 体 部 と 思わ れる 。 磨耗 が 激しい が 90 の 頸 部 付近 に は 縦 方 向 の ハケ メ が 残っ て いる 。 

復元 頸 部 径 10.4cm を 測る 。92 の 外面 に は ヘラ 状 工 具 に よる と 思わ れる 斜め 方 向 の キザ ミ が 等 間隔 に 施さ 

れ て いる 。 磨耗 が 激しい が 外面 下 半 の 一 部 に 横 方 向 の へ ラミ ガキ が 残っ て お り 、 内 面 下 半 に は 終 方 向 の 

ハケ メ が 施 る れ て いる 。 復元 体 部 最大 径 は 24.2cm を 測る 。



10cm = ご の 

64 
で 、 峰 

ミ 

デン 2 ヵ ビン 72 

5cm 

10cm 

2
 

/
 の 

=1/4) 

図 24 C 一 1 地区 出土 弥生 土器 
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第 4 節 C-2 地 区 
遺跡 西部 に 位置 し 、C-1 地 区 の 北側 に 隣接 す 

る 調査 区 で ある 。 標 高 は 約 63m で 、 周 辺 は 南 か ら 

北方 向 に 緩やか に 低く な る 。 調査 区 の 面積 は 約 > 

465 吾 で ある 。 中 世 と 弥生 時 代 中 期 後半 の 遺構 が や て | 

検出 され た 。 

1. 層 序 ( 図 26) 
調査 区 北部 を 中 心 に 遺物 包含 層 (南西 壁 5 層 ) ーー 
が 広がっ て いた が 、 出 土 晶 は それ ほど 多く な い 。 ーー 誠二 
また 調査 区 南部 は 遺物 包含 層 が ほとん ど と 残っ て い LC 一 2 地区 | 
な い 。 隣接 する C- 1 地区 と 遺構 面 の 高低 差 が 30 | 
cm 以上 ある こと か ら 、 特 に 南部 は 開発 の 影響 を 大 
きく 受け て いる と 推定 され る 。 の ティ (ie 
遺構 検出 は 比較 的 安定 し た 黄 褐 色 土 (南西 座 10 けけ トト | 

ー 12 層 、 南 東 壁 8・9 層 ) の 上 面 で 行っ た 。 図 C 一 2 地区 の 位置 

Z a b で d 

63. 60 后 

mm 

] 提 乱 7 10YR4/1 褐 灰色 砂 質 土 (腐り 礎 少 し 含む 、 遺 槽 埋 士 ) 

2 5Y4/1 灰 色 砂 質 土 ( 耕 土 ) 8 _ 10YR4/2 灰 黄 褐色 砂 質 土 

3 2.5Y4/3 オ リー ブ 褐 色 砂 質 土 (Fe 沈着 、 腐 り 礎 少 し 含む 、 床 土 ) 9 8 と 12 混 じ る 

4 2.5Y4/2 暗 灰 黄 色 砂 質 土 (Fe・Mn 少 し 沈着 、 腐 り 礎 少 し 含む 、 床 土 ) 10 10YR5/6 黄 褐色 砂 質 土 

5 10YR5/1 褐 灰色 砂 質 土 (Mn 沈着 ) 11 _ 10YR4/4 褐 色 粘 砂 質 土 

6 5 と 11 混 じ る ( 溝 10 埋 土 ) 12 10YR6/6 明 黄 褐色 砂 質 士 

11 10 9 8 

南東 壁 層 序 

揚 乱 

5Y4/1 灰 色 砂 質 土 ( 耕 土 ) 断面 ささ 

2.5Y4/2 暗 灰 黄色 砂 質 土 (Fe 少し 沈着 、 腐 り 礎 少 し 含む 、 床 土 ) 

2.5Y4/3 オ リー ブ 褐 色 砂 質 土 (Fe 沈着 、 腐 り 礎 少し 含む 、 床 土 ) 

10YR6/1 褐 灰色 砂 質 土 (Fe 少し 沈着 、 流 路 107 埋 士 ) 

10YR4/2 灰 黄 褐色 砂 質 土 (Fe 少し 沈着 、 腐 り 礎 少 し 含む ) 

10YR4/2 灰 黄 褐色 礎 混 砂 質 土 (5 へ 10cm 大 の 礎 、 腐 り 礎 含む 、Fe 少 し 沈着 ) 2m ご se 

10YR6/6 明 黄 褐 色 砂 質 土 

10YR6/6 明 黄 褐 色 礎 混 砂 質 土 (5 へ 10cm 大 の 礎 、 腐 り 礎 含む ) の
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図 26 C 一 2 地区 南西 ・ 南 束 壁 層 序 図 
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2. 遺構 ( 図 27、 写 真 図 版 12) 

中 世 と 弥生 時 代 中 期 後 半 の 遺構 を 同一 面 で 検出 し た 。 祭 礼 関 係 と 推定 され る 遺構 18 の 他 、 柱 穴 、 土 塊 、 

洪 、 流 路 が 検出 で きた 。 流 路 の 一 部 は 弥生 時 代 と 思わ れる が 、 他 の 遺構 は は ほとん ど が 中 世 と 思わ れる 。 

C- 1 地区 と 比べ て 土 玉 が 多く 検出 され 、 後 述 の よう に 埋 士 の 違い か ら 2 時期 (I 期 ・ 期 ) に わけ る 

こと が で きた 。 柱 穴 か ら 建 物 2 棟 や 桶 列 が 復元 で き 、 隣 接する C- 1 地区 と は 違っ た 方 位 を 示す 。 

ko お 

S 神 列 3 

図 27 C 一 2 地区 平面 図 

遺構 18 ( 図 28、 写 真 図 版 13) 検出 面 直上 で 土師 如 

[ 計 5 枚 が 積み 重ね られ た 状態 で 出土 し た 。 和 皿 は 正 置 

され て いる が 、 上 か ら 4・5 枚 目 は 斜め に 立っ た よう な 

状態 で 極め て 不安 定 で ある 。 土師器 皿 1 一 3 枚 目 に は 

銅 銭 が 1 枚 ず つ 載 せら れ て お り 、 土 師 器 皿 5 枚 目 の 横 と 

下 か ら る $ る 銅 銭 が 出土 し て いる 。 ま た 遺構 周辺 か ら 上 記 

銅 銭 5 枚 と は 別 の 細 片 1 点 が 出土 し て お り 、 確 認 で きた 

銅 銭 の 枚数 は 計 6 枚 で ある 。 建 物 3 内 部 に 位置 する こと 

か ら 、 地 鎮 祭 等 、 こ の 建物 と 何ら か の 関わ り の ある 祭 

礼 遺 構 と 思わ れる 。 

建物 3 ( 図 29) 梁 行 中 央 の 柱 穴 の 位置 が 北東 側 と 

南西 側 で ずれ て いる こと か ら 、 行 2 間 x 桁 行 3 間 の 側 

柱 建 物 を 母屋 部 分 と し て 、 北 東 ・ 南 西側 に 1 間 x2 間 を 

T
L
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図 28 C 一 2 地区 遺構 18 遺物 出土 状況 平面 ・ 断 面 図



付設 し た と 推定 され る 。 南 東側 に も 1 間 x 1 間 の 付属 部 分 が 見 られ る 。 母 屋 部 分 の 建物 規模 は 約 31.1 基 、 

付属 部 分 を 含め た 建物 規模 は 約 48.5W で ある 。 

柱 穴 か ら 図 化 で きる 遺物 は 出土 し て いな い 。 柱 穴 埋 土 は 淡 灰 色 を 呈す る も の が 多く 、 後 述 す る TI 期 に 

対応 する 時 期 と 思わ れる 。 ま た 検出 時 に 柱 穴 が 流 路 72 を 切っ て いる こと が 確認 で きた 。 
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図 29 C 一 2 地区 建物 3 平面 ・ 断 面 図 

建物 4 ( 図 30) 衆 行 2 間 x 桁 行 2 間 の 

側 柱 建物 で 、 柱 穴 の 間隔 は 不 均等 で ある 。 

建物 規模 は 約 15.4T で ある 。 

建物 3 と 近い 方 位 で 建て られ て いる 

が 、 柱 穴 埋 士 が 暗 灰 色 を 呈す る も の が 多 

く 、 後 述 す る IT 期 に 対応 する 時 期 と 考え 

られ 、 建 物 3 より 古い 時 期 の 可能 性 が 高 

い 。 柱 穴 か ら 図 化 で きる 遺物 は 出土 し て 

いな い 。 

土 検出 され た 土塊 に つい て 一 括 し 

て 述べ る こと に する 。 土 垢 1 を 除い て 図 

化 で きる 遺物 は 出土 し て いな い が 、 埋 土 

が 暗 灰 色 と 淡 灰 色 の 2 種類 に 分 類 で き 、 

土 19 と 20 の 切り あい か ら 後 者 が 新しい 

こと が 確認 で きた 。 前 者 を TI 期 、 後 者 を 
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図 30 C 一 2 地区 建物 4 平面 ・ 断 面 図 

3
.
4
1
m
 

自 販 0 
3 6 

2m



I 期 と する 。II 期 は 中 世 と 推定 され る が 、1I 期 に つい て は 弥生 時 代 と 遺構 理 士 が 似 て いる た め 、 弥 生 時 

代 の 土塊 が 含ま れ て いる 可能 性 は 皆無 で は な い 。 

規模 等 は 表 1 に 示す 通り で ある が 、[I 期 の 土塊 は II 期 と 比べ て 規模 が 小さ い ゃ の が 多く 、 北 部 に 偏っ 

て 分 布 し て いる こと か ら 、[ 期 の 土 琉 は 開発 に 伴う 削 平 の 影響 を 受け て いる 可能 性 が 高い 。 

表 1 C 一 2 地区 土 撤 の 規模 ・ 時 期 

江渡 柱 穴 が 不 均等 な 間隔 で 直線 状 に 並ぶ も の は 欄 列 と 判断 し た 。 地 区 南部 の 桶 列 6 一 8 に つい て 

は 埋 士 の ほとん ど が 淡 灰 色 を 星 す る こと か ら 、 芝 期 に 対応 する 時 期 と 思わ れる 。 建物 3 に 重複 する 桶 列 9 

と 柚 列 5 は 埋 士 が 暗 灰 色 を 呈す る こと か ら 、1I 期 に 対応 する 時 期 と 思わ れる 。 

溝 10 北 束 か ら 北 西 に か け て の 耕地 境界 付近 で 溝 状 遺 構 の 肩 部 を 検出 し た 。 埋 士 ( 図 26 南 西 壁 6 層 ) 

は TI 期 に 似 て お り 、 中 世 の 遺 物 が 出土 し て いる 。 後述 する よう に 中 世に 掘 前 され た 「 井 出 」( 用 水路 ) 

の 一 部 の 可能 性 が ある 。 

流 路 状 遺構 ( 図 31、 写 真 図 版 12) 流 路 38 は 北西 一 北方 向 、 流 路 72 は 北方 向 に 流れ て いた 自然 流 路 の 

一 部 で 、 後 世 の 開 発 に よっ て 削 平 を 受け た と 推定 され る 。 両 遺構 と も まとまっ た 弥生 時 代 中 期 後半 の 遺 

物 が 出土 し て お り 、 流 路 38 ( 図 27 灰 色 部 分 ) か ら は 半 、 流 路 72 か ら は 水 差 形 土 突 2 個 体 分 が 出土 し て お り 、 

周辺 は 水 場 と し て 利用 され て いた の で 

は な いか と 思わ れる 。 

両 遺構 か ら は 中 世 の 遺 物 る 出土 し て 

いる 。 流 路 38・72 の 埋 士 は 暗 灰 色 で 、 

弥生 時 代 と I 期 の 中 世 遺 構 埋 士 が 同じ 

よう な 色調 を 呈す る た め 、 切 りあ い が 

判別 で き な か っ た と 思わ れる 。 

これ 以外 の 流 路 状 遺 構 に つい て は 、 

流 路 31・33・94 の 埋 士 が 暗 灰 色 を 時 し 、 

流 路 38・72 あ る い は 1 期 に 対応 する 時 

期 、 流 路 21・23・107 ( 図 26 南 東 壁 5 層 ) 

は 淡 灰 色 を 星 し 、TI 期 に 対応 する 時 期 

と 思わ れる 。 
0 (S=1/10) 20cm 
liliiilillililil 

図 31 C 一 2 地区 流 路 72 遺物 出土 状況 平面 ・ 断 面 図



3. 遺物 

中 世 の 土 器 と 古銭 、 弥 生 時 代 中 期 後半 の 土器 が 出土 し て いる 。 

(1 大 構 出土 中 世 土 器 ・ 古 銭 ( 図 32、 写 真 図 版 14 一 16) 

遺構 18 93 一 97 の 回 転 台 成形 の 土師 器 皿 、117 一 122 の 銅 銭 (117・120・122 は 写真 図版 の み ) が 

出土 し た 。 土師 器 皿 は 93 が 一 番 上 か ら 出 土 し た ゃ の で 、 以 下 番号 順に 上 か ら 2 一 5 枚 目 と な る 。 人 銅 銭 は 

117・118・119 は 土師 突 皿 の 1・2・3 枚 目 に 載せ られ て いた る も の で 、120・121 は 5 枚 目 の 横 ・ 下 か ら 出 土 、 

122 は 出土 位置 不明 で ある 。 

93・95・97 と 94・96 で は 形態 ・ 手 法 等 に 違い が 見 られ る 。 後 者 に は 体 部 内 外面 に 多段 の ロク ロナ デ 

痕 が 残っ て いる の に 対し て 前 者 に は 残っ て いな い 。 ま た 前 者 の 方 が 器 壁 は 厚く 、 赤 い 色 調 で 焼成 が 甘 

い 。 全 て 底部 外面 に は 回 転 糸 切 痕 が 残り 、 体 部 は 内 湾 し 、 口 縁 端 部 は 失 り 気味 に お さめ る 。93 は 復元 品 

径 12.0・ 底 径 7.3・ 突 高 2.4cm、94 は 口径 12.3・ 底 径 5.9・ 刀 高 2.7cm、95 は 復元 口径 11.7・ 底 径 6.7・ 宮 高 2.4cm、 

96 は 口径 12.1・ 底 径 6.0・ 突 高 2.6cm、97 は 復元 口径 13.11・ 底 径 7.2・ 突 高 2.11cm を 測る 。 

117 は 天 聖 元 害 (1023 年 )、118 は 窒 元 (1068 年 )、119 は 治平 元 頃 (1064 年 ) 、120 は 付着 物 の た め 不 明 、 

121 は 如 蜜 元 害 、122 は 細 片 の た め 不 明 で ある 。 

土 芝 1 98・99 が 出土 し た 。98 は 回 転 台 成形 の 土師 器 皿 で 、 底 部 外面 に は 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 体 部 

は 内 湾 す る 。 口 縁 部 を 強く ロク ロナ デ し て 召 壁 が 薄く 、 端 部 が 少し 外 反 し 失 り 気味 に お さめ る 。 口 径 

12.2・ 底 径 6.5・ 突 高 3.3cm を 測る 。99 は 土師 右 皿 も し く は 小皿 の 底部 で 、 底 部 外面 に は 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 

復元 底 径 は 5.3cm を 測る 。 

溝 10 100・101 が 出土 し た 。100 は 回 転 台 成形 の 土師 器 皿 で 、 体 部 は 内 湾 し 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お 

さめ る 。 復元 口径 11.2cm を 測る 。101 は 土 製 煮 炊 具 の 鍋 で 、 体 部 外 内 面 と も に ハケ メ が 施さ れる 。 口 縁 

部 は ヨコ ナ デ さ れ 「 く 」 字 状 を 呈す る 。 

流 路 38 103 一 107 が 出土 し た 。103 は 羽 釜 形 タ イプ の 土 製 者 炊 具 で 播磨 型 B 系 列 許 2 と 思わ れる 。104 は 

東 播 系 の 須恵 突 鉢 で 、 口 縁 敵 部 を 上 下 に 拡張 し 内 側 に 少し 凹み が 見 られ る 。 復元 口径 は 27.5cm で ある 。 

105・106 は 回 転 台 成 形 の 土師 器 小 皿 で 、 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 底部 か ら 内 湾 気 味 に 立ち 上 が 

り 、 口 縁 敵 部 は 105 が 失 り 気味 、106 が 丸く お さめ る 。105 は 復元 口径 6.2・ 復 元 底 径 5.0・ 刀 高 10cm、106 

は 復元 口径 6.2・ 復 元 底 径 49・ 妖 高 10cm を 測る 。107 は 回 転 台 成 形 の 須恵 器 皿 で 、 体 部 は 内 湾 し 、 口 縁 

英 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 復元 口径 11.6cm を 測る 。 

流 路 72 108 一 116 が 出土 し た 。108 は 須恵 器 皿 の 底部 で 、 体 部 は 内 浴 気 味 に 立ち 上 が る 。 外 面 に は 回 

転 糸 切 痕 が 残る 。 復 元 底 径 6.4cm を 測る 。109 は 東 播 系 の 須恵 器 装 と 思わ れ 、 体 部 外面 に は 細い タタ キ を 

施す 。 口 縁 端 部 を 上 下 に 拡張 し 、 外 側 は 面 を な し 、 上 方 内 側 に は 凹み が 見 られ る 。 

110 一 112 は 回 転 台 成形 の 土師 器 皿 、113 は 土師 器 皿 も し く は 小皿 、114 一 116 は 土師 器 小 皿 と 思わ れる 。 

110・111・113・116 の 底部 外面 に は 回 転 糸 切 痕 が 明瞭 に 残る 。110 の 体 部 は 直線 的 で ある が 底部 か ら は 

内 湾 気 味 に 立ち 上 が る 。 復元 底 径 6.3cm を 測る 。111 の 体 部 は 内 湾 し 、 口 縁 端 部 は 丸く お さめ る 。 復元 品 

径 90・ 復 元 底 径 5.6・ 器 高 27cm を 測る 。112 の 体 部 は 底部 か ら 内 湾 気 味 に 立ち 上 が る 。 復元 底 径 7.0cm を 

測る 。113 は 復元 底 径 6.2cm を 測る 。114 は 底部 か ら 内 湾 気 味 に 立ち 上 が り 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お き さ 

め る 。 復元 口径 7.0・ 復 元 底 径 5.7・ 紀 高 10cm を 測る 。115 は 底部 が や や 突出 する 形態 で ある 。 復元 底 径 6.0 

cm を 測る 。116 の 体 部 は 底部 か ら 内 湾 気 味 に 立ち 上 が る 。 復元 底 径 6.3cm を 測る 。 
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その 他 の 遺構 102 は 遺構 743 か ら 出土 し た 。 回転 台 成形 の 土師 器 皿 で 、 体 部 は 少し 内 湾 す る 。 口 縁 部 

を 強く ロク ロナ デ し て 如 壁 が 薄く な っ て お り 、 端 部 は 失 り 気味 に お さめ る 。 復元 口径 13.8cm を 測る 。 

(2 包含 層 出 土 中 世 土 器 ( 図 33、 写 真 図 版 16・17) 

123 一 126 は 東 播 系 の 須恵 器 鉢 で ある 。123 一 125 の 口 縁 部 は すべ て 端 部 を 拡張 し て お り 、 特 に 123・ 

125 は 上 方 へ の 拡張 が 顕著 で ある 。123 の 復元 口径 は 26.7cm で ある 。126 の 復元 底 径 9.6cm を 測る 。 

127 は 回 転 台 成 形 の 須恵 器 皿 で 、 口 縁 部 に 重ね 焼き 痕 が 残る 。 体 部 は 少し 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 失 り 気 

味 に お さめ る 。 復元 口径 は 11.7cm を 測る 。 

128 一 131 は 回 転 台 成 形 の 土師 器 皿 、132 は 土師 器 小 皿 と 思わ れる 。128・129・130・132 の 底部 外 

に は 回 転 糸 切 痕 が 明瞭 に 残る 。131 を 除き 、 体 部 は 内 湾 気 味 に 立ち 上 が る 。128 の 体 部 は 直線 的 で 口 縁 端 

部 を 丸く お さめ る 。 復元 口径 11.6 ・ 復 元 底 径 6.8 ・ 如 高 3.1cm を 測る 。129 は 底 径 6.7cm、130 は 復元 底 径 5.4 

cm、131 は 復元 底 径 6.2cm、132 は 底 径 5.6cm を 測る 。 

133 一 139 は 土 製 煮 炊 具 で ある 。133 は 鍋 の 口 縁 部 で 「 く 」 字 状 を 呈し 内 湾 す る 。 口 縁 端 部 は 面 を な す 。 

復元 口径 は 22.9cm を 測る 。134 一 139 は 羽 釜 形 タ イプ の 土 製 者 炊 具 で 播磨 型 B 系 列 ( 許 2) と 思わ れる 。134 

の 復元 口径 は 22.0cm、135 の 復元 口径 は 21.0cm、136 の 復元 口径 は 24.6cm を 測る 。 

図 33 C 一 2 地区 包含 層 出 土 中 世 土 器



(3 弥生 土器 ( 図 34、 写 真 図 版 18) 

140 一 142 は 遺構 38、143・144 は 遺構 72、145 一 149 は 包含 層 か ら 出 土 し た 。 弥 生 時 代 中 期 後 半 と 思 

われ る 。 

140 一 142 は 近辺 ( 図 27 灰 色 部 分 ) か ら 出 土 し て お り 、 胎 土 ・ 焼 成 と も 極め て 似 て いる こと か ら 同 一 

個体 の 可能 性 が 高く 、140 は 葬 の 口 縁 部 、141 は 体 部 、142 は 底部 と 思わ れる 。140 の 口 縁 部 は 水平 方 向 

に 屈曲 し 、 敵 部 は 面 を な し 上 方 に 少し 拡張 する 。 口 縁 部 を ヨコ ナ デ す る 他 は 磨耗 が 激しく 調整 不明 で あ 

る 。 口 径 15.2・ 導 部 径 13.2cm を 測る 。141 の 体 部 は 倒 卵 形 を 星 し 、 外 面 上 半 に ヘラ 状 工具 に よる と 思わ れ 

る 斜め 方 向 の キザ ミ を 等 間隔 に 施し て いる 。 全体 に 磨耗 が 激しく 調整 が わか り に くい が 外面 下 半 は ケズ 

リ 後 、 ハ ケ メ を 施し て いる の で は な いか と 思わ れる 。 復元 体 部 最大 径 は 約 21.4cm で ある 。142 は 磨耗 が 

激しく 調整 が わか り に くい が 、 体 部 外面 に は わずか に 縦 方 向 の ハケ メ 、 内 面 に は 横 方 向 の ハケ メ が 残っ 

て いる 。 底 径 は 約 6.2cm を 測る 。 

143・144 は 一 括 出土 ( 図 31) の 水 差 形 土 器 で ある 。143 は 特に 外面 の 磨耗 が 激しく 調整 が わか り に 

くい が 、 口 縁 に は 細い 凹 線 が 2 条 確 認 で きた 。 内面 下 半 に は 縦 方 向 の ハケ メ が 施さ れ て いる 。 口 径 9.9・ 

頸 部 径 7.7・ 体 部 最大 径 16.0・ 底 部 径 6.2、 器 高 22.5cm で ある 。144 の 口 縁 部 に は 凹 線 が 3 条 施 され て いる 。 

144 の 外面 中 位 に は 横 方 向 の へ ラミ ガキ 、 下 半 に は 縦 方 向 の へ ヘラ ミガキ が 、 内 面 上 半 に は 横 方 向 の ハケ 

メ 、 中 位 か ら 下 半 に か け て は 維 方 向 の ハケ メ が 施さ れる 。 口 径 9.8・ 頸 部 径 9.2・ 体 部 最大 径 19.4・ 底 部 径 

6.2・ 紀 高 25.3cm を 測る 。 

145 は 葬 の 口 縁 部 で ある 。 口 縁 は 体 部 か ら ほ ぼ 直 角 に 屈曲 し 、 端 部 は 面 を な し 上 方 に 少し 拡張 する 。 

磨耗 が 激しく 調整 は 不明 で ある 。 復元 口径 22.3・ 復 元 頸 部 径 19.2cm を 測る 。 

146 は 鉢 の 口 縁 部 で ある 。 端 部 近く に 凹 線 2 条 が 施さ れ 、 端 部 は 丸く お さめ る 。 外面 は 横 方 向 に 内 面 

は 斜め 方 向 に 粗い へ ヘラ ミガキ が 施さ れる 。 復元 口径 22.1cm を 測る 。 

147 は 葬 の 底部 と 思わ れる 。 内 外面 と も 磨耗 が 激しく 調整 不明 で ある 。 底 部 径 6.4cm を 測る 。 

148 は 水 差 形 土 器 の 上 半 部 で ある 。 口 縁 に は 凹 線 4 条 が 施さ れ て お り 、 体 部 外面 に は 縦 方 向 の ハケ メ 

が 施さ れ て いる 。 口径 10.0・ 頸 部 径 9.5cm を 測る 。 

149 は 高 扶 で ある 。 近 部 は 内 湾 し 、 緩 や か に 屈曲 する 。 口 縁 端 部 は 丸く お さめ る 。 款 部 外面 の 積 より 

上 は 横 方 向 の へ ラミ ガキ 、 生 より 下 は 縦 方 向 の へ ヘ へ ラミ ガキ 、 二 部 内 面 は 横 方 向 の へ ラミ ガキ が 施さ れ て 

いる 。 近 部 と 脚 部 の 境 の 充填 部 分 は 剥離 し て いる 。 脚 部 内 面 に は 絞り 痕 が 残る 。 口 径 15.8・ 基 部 径 4.0cm 

を 測る 。 
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2. 岡田 章 一 ・ 長 谷川 皿 「 兵 庫 津 遺跡 出土 の 土 製 煮 炊 具 」『 兵 庫 県 埋蔵 文化 財 研究 紀要 第 3 号 』」 兵庫 県 教育 委員 会 
埋蔵 文化 財 調 査 事 務 所 2003 



図 34 C 一 2 地区 出土 弥生 土器 
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第 4 章 高萩 地区 の 水利 調査 
水利 調査 は 現地 で の 調査 と 聞き 取り 

に よる 調査 を 行っ た 。 開き 取り 調査 は 

主 に 地元 の 久米 氏 と 坂口 氏 に よる も の 

で ある 。 

通常 瀧 洲 の 水源 に は 湧 水 、 河 川 、 溜 

池 、 井 戸 な ど が ある が 、 高 萩 地 区 の 水 

源 は 応永 2 (1395) 年 以前 に 築造 され 

た と され る ([ 味 地 章 』) 南東 部 に ある 

正木 池 ( 盗 池 ) が 主流 と な る 。 正木 池 

か ら は 基本 的 に 2 本 の 中 心 と な る 大 き 

な 「 井 出 」 (用 水路 ) が 走る 。 一 つ は 

南川 井出 で 高萩 地区 の 南方 を 東 か ら 丁 

に 向かっ て 走る 。 も う 一 つ は 本 井出 ( 通 

称 ホ ン ビ ) で ある 。 さ ら に 後者 の 本 井出 は 途 

中 か ら 北 の 井出 ・ ハ ンダ 井出 と それ ぞ れ 人 名称 井 手 名 面 積 

を 変え な が ら 福 井 地 区 の 方 に 流れ る 。 こ の 2 

本 の 大 き な 井 出 は 各 園 場 に 水 を 送る 規模 の 小 

さ な 支 線 で ある 井出 と は 区 別して 本 線 と 呼ば 

れる 。 こ の 内 、 北 の 井出 に は 独自 に 名 称 を 持 
つ 本 分 一 井出 、 ジ デン 井出 、 北 ノ 内 井出 と 呼 [上 四 分 一 井出 で EER 

南川 井出 || 約 8 還 

本 井出 (ホン ビ ) | 約 2 町 

北 の 井 出 約 8 一 12 有 町 

ば れる 支線 が 取り 付く 。 表 2 高萩 地区 内 各 井 出 の 水田 面積 

また 本 井出 に は 西 の 福井 地区 に 水 を 送る 新 

井出 が 接続 する 。 こ の 新井 出 の 水 は 高萩 地区 

の 集落 内 を 通る も の の 、1296 番 地 (小字 東 

所 ) 1 筆 の 画 場 を 除い て 、 同 地区 で は 一 切 使 

用 され ず 、 福 井 地 区 の み で 使用 きれ る 。 ここ 

で 注意 され る の が 、 南 川井 出 と 本 井出 の 正木 

池 に 接続 する 部 分 の 樋 の 高 さ が 違 うこ と で あ 

る (南川 井出 が 高く 、 本 井出 が 低い と ころ に 

ある )。 こ の 高低 差 は 、 正 木 池 の 水 の 有 効 利 

用 と 同時 に 高萩 地区 内 の 土地 開発 (水田 開発 ) ンー 

の 時 期 差 を 暗示 する 様 に も 思え る 。 ジ デ ン 井 出 ( 左 ) と 北 ノ 内 井出 ( 右 ) の 分 岐 部 分 ( 南 よ り ) 

次 に 井戸 の 分 布 で 注意 され る の が 、 小 字 北 ノ 内 の 北西 部 周辺 に 集中 する こと で ある 。 聞 き 取 り 調 査 で は 、 

この 周辺 の 水田 は 水 持 ち が 悪 く 、 水 不足 の 時 は 井戸 か ら 水 を 供給 する と の こと で ある 。 

また 河岸 段丘 下 に ある 地域 (小字 井手 ノ 下 周辺 ) で は 荒 水 (一 番 初 め に 水 を 入れ る 時 ) は 四 分 一 井出 

か ら 水 を と る も の の 、 差 水 (その 後 の 水 の 補 給 ) は 「 出 湧 」 ( 淫 水 ) か ら 行 うと いう こと で ある 。 
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第 5 章 総括 

第 1 節 了 モ 世 

1. 中 世 の 遺 構 に つい て 

A 地 区 と C- 1・2 地 区 で 中 世 の 遺 構 が 検出 で きた 。 特に C- 1・2 地区 で は 、 計 4 棟 の 掘 立柱 建物 や 

土 匠 等 が 検出 され 、 中 世 の 高萩 集 落 の 一 部 を 明らか に する こと が で きた 。 特 に 建物 1 は 孫 座 まで 備え た 

立派 な 建物 で 、 総 床 面積 は 約 65.4rf と か な り 大 き な 規 模 と な る 。 和 集落 内 の 有力 者 の 屋敷 と 考え て 間違い 

な いと 思わ れる 。 

中 世 の 遺 構 の 時 期 差 を 考え る 上 で 、C- 2 地区 の 土 が 埋 士 の 違い か ら IT 期 と T 期 に 分 類 で きた こと 、 

また 土塊 以外 の 遺構 に つい て る I ・II 期 に 分 類 可 能 な る の が あっ た こと は 大 き な 成 果 で あっ た 。 第 3 章 

で 述べ た こと を 、 る う 一 度 こ こ で 整理 し て お く こ と に する 。 [1 期 は 弥生 時 代 の 遺構 を 含む 可能 性 が あ 

る が 、C- 2 地区 の 土塊 1 ・2 ・4・5・16・19・46・48・66・76・105、 建 物 4、 机 列 5・9、 流 路 38・ 

72・31・33・94、 溝 10、C- 1 地区 の 中 世 の 遺 構 に つい て は すべ て IT 期 と 思わ れる 。 TI 期 に 属す る 遺構 は 、 

C- 2 地区 の 土 琉 20・104・106、 建 物 3、 桶 列 6 一 8、 流 路 21・23・107、 遺 構 18 は 埋 土 不明 で ある が 、 

後述 する よう に 出土 土師 器 皿 の 特徴 か ら I 期 に 属す る と 思わ れる 。 

I 期 の C- 1 地区 周辺 は 、 建 物 1 を 中 心 と し た 屋敷 地 で あっ た と 考え られ る 。 建物 2 の 出土 遺物 は 建物 

1 より や や 新しい 様相 が 見 られ る も の の 、 建 物 1 を 囲う 欄 列 が 建物 2 と 重複 し て いな いこ と か ら 、 建 物 

1 に 併設 され た 可能 性 る 捨て きれ な い 。 ま た C- 1 地区 に TI 期 の 遺構 が 見 られ ず 、 包 含 層 に II 期 に 属す 

る 遺物 が は ほとん ど 含 まれ て いな いこ と か ら 、II 期 に 到 る まで に 耕地 化 さ れ た 可能 性 が 極め て 高い 。 お そ 

らく 建物 の 廃絶 後 、 切 土 、 盛 土 を 行っ て 耕地 化 さ れ た と 推定 され る が 、 土 琉 15 は その 作業 の 際 に 不要 な 

耕 等 を 廃棄 し た り 、 建 物 の 廃材 等 を 焼却 する 目的 で 掘 前 され た と 思わ れる 。 

I 期 の C- 2 地区 周辺 は 、 自 然 流 路 が 流れ る 荒廃 地 で あっ た と 思わ れる 。 土 撤 1 か ら は 比較 的 残り の 

良い 土師 突 皿 が 出土 し て お り 、 土 葬 募 の 可能 性 も ある 。 や が て 「 北 ノ 内 井出 」 の 一 部 と 推定 され る 溝 10 

が 掘削 され 、 流 路 38・72 等 の 自然 流 路 を 埋め 戻し 、 切 土 、 盛 土 を 行っ て 屋敷 地 と し て 整地 し て いっ た と 

推測 され る 。 流 路 38 の 埋め 戻し 後に 建物 4 が 建て られ る が 、 整 地 和 完了 後 の [ 期 に ほぼ 同じ 方 位 で 規模 の 

大 き な 建 物 3 が 建て られ て いる 。 建 物 4 の 存続 は 極め て 短期 間 と 推定 され 、 整 地 作 業 の た め の 一 時 的 な 

作業 小屋 で あっ た の で は な いか と 思わ れる 。T 期 の 遺構 は 屋敷 地 の 整 地 完 了 後 に 展開 する と 推定 され る 。 

I 期 の 遺構 18 は 建物 3 に 伴う 祭礼 遺構 、 あ る い は 屋敷 地 の 整 地 と の 関わ りゃ る 考え られ る の で 整地 作業 に 

伴い 祭祀 を 行っ た と いう 見 方 も 可能 で あろ う 。 いずれ に し て る も る 地 鎮 を 目的 と し た も の で あっ た に 人 違い な い 。 

2. 中 世 の 遺 物 に つい て 

土 問 と 古銭 が 出土 し て お り 、 土 器 は 土師 器 ・ 須 恵 器 ・ 瓦 器 ・ 陶 磁器 が 出土 し て いる 。 土器 の 構成 割合 

( 許 う を 見 る と 土師 問 (76.2%) が 極め て 多く 、 そ の 次 を 須恵 器 (19.7%) が 占め て お り 、 陶 磁器 (2.5%)・ 

瓦 器 (1.6%) は ご くわ ず か で 、 日 常 雑 器 は 基本 的 に 土師 回 ・ 須 恵 器 で 構成 され て いた と 推定 され る 。 

瓦 問 淡路 島 は 和泉 型 瓦 器 塊 の 影響 を 大 きく 受け て いる 地域 で 、 尾 上 編 年 四 期 ( 許 2 前 後 は 日 常 雑 器 

と し て 非常 に 高い 割合 を 占め る 。 し か し MM 期 の 高台 が 消失 し た 段階 に つい て は 出土 例 が 極め て 少な く 

( 話 3)、 MV 一 2・3 期 以後 、 瓦 器 は 急速 に 衰退 し て いく と 推測 され る 。 当 調査 で は 時 期 の 明確 な 資料 は 出 
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土 し て いな い が 、 出 土 数 が 極め て 少な いこ と か ら 亡 退 期 頃 と 思わ れる 。 

陶磁 器 図 化 で きた の は 58 の 備前 焼 久 の み で 、15 世 紀 前 半 頃 と 考え られ る 。 鉢 に つい て は 後述 の よう 

に 東 播 系 須恵 只 が より 多く 出土 し て いる 。 

特に 有力 者 の 屋敷 と し た 建物 1 周辺 で 輸入 陶磁 器 が 出土 し な か っ た の が 気 に か か る が ( 許 、 流 通 量 の 

少な い 時 期 に 当たる た め と 思わ れる 。 

土師 器 供 膳 容 器 に つい て は 、 確 認 で きた も の は 全て 回 転 台 成形 に よる も の で 、 手 づく ね で 成形 され 

た る の は 確認 で き な か っ た 。 手 づく ね が 人 皆無 に 近い 割合 を 示す の は 、 淡 路 島 南 部 の 供 膳 用 土師 如 の 特徴 

で ある ( 話 5)。 

供 膳 容器 に つい て 、 紀 高 が 3cm 前 後 の @8 の を 皿 、1cm 前 後 の も の を 小皿 と し た ( 許 6)。 皿 は 口径 が 14.1 

cm 以下 で 12cm 前 後 の も の が 大 半 で ある 。 底 径 は 7.8cm 以 下 で 6 一 7cm が 大 半 で ある 。 小 皿 は 口径 が 7.8 

cm 以下 で 、 底 径 が 6.4cm 以 下 と な る 。 

次 に 時 期 の 前 後 関係 と 全体 の 法 量 (復元 値 を 含む ) が わか っ て いる 和 皿 に つい て 述べ た い 。 C 地 区 の IT 

期 の 皿 と し て 土 了 1 出土 98、 建 物 1 柱 穴 出土 33・34 が あげ られ る 。 期 は 遺構 18 出 土 の 93 一 97 を あげ る 

こと が で きる 。 相対 的 に 、①II 期 の 皿 は 器 高 が 低く 、 体 部 の 傾き が 緩やか で ある 。 ②T 期 は 器 壁 が 薄い 

も の と 厚い も の に わか れる 。 1 期 は 口 縁 部 の み 如 璧 を 洛 く 仕 上 げた も の が 存在 する が 、 底 部 周辺 は 総 じ 

て 問 壁 が 厚い 。 ③ TI 期 の 口 縁 端 部 は 丸く お さめ る も の が 多い が 、II 期 は 失 り 気味 の も の が 多い 。 等 の 違 

い が 見 られ る 。 

① に つい て さら に 詳し く 述 べ る と 、 表 3 の 外 傾 係数 ( 詳 7) の 減少 に も あら われ て いる よう に 、 1I 期 か ら 

IT 期 へ 体 部 の 傾き が 緩やか に な っ て いく 変化 が ある と 推定 され 、 基 本 的 に は 口径 ・ 底 径 の 変化 に 比べ て 

器 高 が 低く な る 変化 が 大 きい た め に 引き 起こ され る 現象 と 捉え て いる 。 [I 期 の 特に 土 玉 1 出土 98 は 谷町 

筋 遺 跡 出 土 の 14 世 紀 中 葵 一 後 葉 と 報告 され て いる 北 地 区 土 垢 20 出 土 土師 器 皿 に 近い 数 値 を 示し 、II 期 の 

遺構 18 出 土 93 一 97 は 谷町 筋 遺 跡 出土 で 15 世 紀 中 工 一 後 菜 と され る 南 地 区 土 芝 24 出 土 土 師 容 皿 や 15 世 紀 

末 ー 16 世 紀 前 葉 と され る 東 地 区 建物 10 柱 穴 出 土 遺 物 に 近い 数 値 を 示す 。 [ 期 の 建物 1 柱 穴 出土 33・34 土 

師 器 皿 は 前 者 より の 数 値 を 示す 。 資料 数 が 非常 に 少な いこ と を 考慮 する と や や 不安 要素 が ある が 、14 世 

紀 ー 15 世 紀 に か け て 、 外 傾 係数 の 平均 的 な 数 値 が 1 以上 か ら 0.9 以 下 へ 移行 し て いく と 考え た い 。 

また 94・96 の よう に 内 外面 に ロク ロナ デ の 跡 (ロク ロメ ) を 明瞭 に 残す る も の は 、 上 記 の 谷町 筋 遺 跡 出 

土 土 師 刀 皿 に は 認め られ な い が 、 叶 堂 城跡 由 土 の 土師 器 に 同じ 特徴 を る つも る の が 含ま れる 。 財 堂 城跡 

瓦 窯 出土 の 土器 ( 誕 8) は 、 や や 時 期 差 を 認め る も の の 、 多 く は 14 世 紀 後 半 一 15 世 紀 前 半 に か け て と され 

て お り 、 こ れ ら の 比較 資料 か ら 14 世 紀 後 半 頃 一 15 世 紀 代 に か け て 上 述 の よう な 形態 的 な 変化 が お こっ 

た と 推定 され る 。 

谷町 筋 遺 跡 と の 比較 か ら 現 時 点 で は 、 土 志 1 出 土 98 が 14 世 紀 後 葉 頃 、 建 物 1 柱 穴 出 土 33・34 は 14 世 紀 末 

ーー 15 世紀 初頭 頃 、 遺 構 18 出 土 93 一 97 は 15 世 紀 中 葉 頃 と 考え て お きた い 。 ま た 上 に あげ た 息 以 外 で 、[T 

期 に 属す る 建物 2 柱 穴 出土 37 や 遺構 10 出 土 100 は 、 体 部 の 傾き は IT 期 に 近い が 、 紀 壁 が 薄く 、 口 縁 端 部 が 

失 り 気味 で 、 両 時 期 に 通じ る 中 間 的 な 様相 を も っ て いる こと か ら 、 これら を 15 世 紀 前 葉 頃 と 考え て お きた い 。 

A 地 区 出土 の 土師 器 皿 1・2 に つい て は 、 体 部 の 傾き 8 が 緩やか で 口 縁 端 部 が 失 り 気味 、2 は 突 避 が 洛 

< く TI 期 以 降 の 時 期 と 推定 され る 。 

小皿 は さら に 良好 な 資料 が 少な く 様 相 が 掴み に くい が 、 上 皿 と 同様 、 口 縁 端 部 が 失 り 気味 の も の が 時 期 

を 追っ て 増え て いく の で は な いか と 推定 され る 。 
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北 地区 土 垢 20 

C- 2 地区 土 垢 1 

C- 1 地区 建物 1 柱 

南 地 区 土 志 24 

表 3 土師 器 皿 の 法 量 と 外 傾 係数 

煮沸 容器 に つい て は C 地 区 の 包含 層 か ら 播 磨 型 の 土 製 煮 炊 具 ( 許 9) が C- 2 地区 を 中 心 に 多数 出土 し 

て お り 、134 一 139 の 羽 釜 形 タ イプ は お お よそ 15 世 紀 前 半 頃 で は な いか と 思わ れる 。 ま た 101 の 鍋 は 、 先 

述 し た 叶 堂 城跡 瓦 穴 出 土 遺 物 の 中 に 、 同 様 の 形態 ・ 調 整 の も の が 含ま れ て いる 。 こ れ ら は 比較 的 磨耗 も 

少な く 、 建 物 4 等 で 使用 きれ た る の が 多く 含ま れ て いる の で は な いか と 思わ れる 。 

須恵 疾 供 膳 容 器 は 皿 の み で 小皿 は 確認 で き な か っ た 。 皿 の 体 部 は すべ て 内 湾 し 、 直 線 的 な ぁ の は 確 

認 で き な か っ た 。 口 縁 端 部 は 失 り 気味 の も の が 多く 、 問 壁 が 薄い な ど TI 期 の 土師 器 皿 に より 共通 する 要 

素 が 見 られ る 。 す な わ ち 1 期 か ら I 期 へ の 土師 回 皿 の 変化 の 背景 に は 須恵 器 皿 生産 の 何ら か の 影響 が 

ー 35 一 



あっ た の で は な いか と 思わ れる 。 

供 勝 容 器 は 他 に 東 播 系 と 思わ れる 鉢 が C- 1 地区 を 中 心 に 出土 し て いる 。 ほ と ん ど が ロ 口 縁 端 部 を 上 下 

に 拡張 し 、13 世 紀 後 半 一 14 世 紀 頃 と 思わ れる 。 

貯蔵 容器 の 出土 は 少な く 、109 の 姜 が 東 播 系 と 思わ れる 。 

3. 高萩 遺跡 の 中 世 集 落 の 性 格 に つい て 

当 調査 や 確認 調査 の 出土 遺物 か ら 、 高 萩 地区 周辺 の 開発 は 中 世 初 頭 に は まだ は じ ま っ て お ら ず 、13 世 

紀 後 半 一 14 世紀 前 半 頃 に は じ ま っ た の で は な いか と 推測 され る 。 三原 平野 で も 比較 的 開発 の 遅い 地区 

で 、 前 述 の よう に 扇 状 地 特 有 の 土壌 と 水利 の 条件 の 悪さ が 高萩 地区 の 開発 を 阻ん で きた の で あろ う 。 

再び 遺跡 周辺 の 風景 に 目 を 向け る と 、 C 地 区 の 立地 する 小池 「 開 発 」 に は 南北 方 向 に 細長 い 棚 田 状 の 

区 画 が 多く 見 られ 、 中 世 的 景観 が 色濃く 残っ て いる こと に 気付 く 。 さ ら に 「 開 発 」 周 辺 で は ハン ダ 井 出 

と ジ デ ン 井 出 、 ジ デン 井出 か ら 北 ノ 内 井出 と 次 々 に 井出 が 分 岐 し て いく こと か ら 、「 開 発 」 一 淀 の 耕地 

に 水 を 送る こと が 極め て 重要 で あっ た こと が 看 取 で きる 。 す な わ ち 「 開 発 」 周辺 の 耕地 開発 と 井出 の 整 

備 は 中 世 の 開 発 当 初 か ら 非 常に 密接 な 関係 が あり 、 高 萩 地 区 の 耕地 開発 お よび 農業 生産 の 中 心 で あっ た 

と 推測 され る 。 こ こ が 開 発 の 中 心 で あっ た 理由 も C 地 区 や 確認 調査 の 結果 か ら 明 ら か に な っ て きた 。 す 

な わ ち 比較 的 春 が 少な く 、 扇 状 地 の 中 で は 比較 的 安定 し た 土壌 が 広がっ て いる こと 、 加 えて 自然 流 路 が 

あり 、 井 出 の 未完 成 時 に お いて る も これ を 水利 と し て 利用 で きた 可能 性 が ある か ら で あ る 。 そ し て 井出 が 

完成 する と 「 開 発 」 周辺 の 農業 生産 は 安定 し 、 支 線 を 分 岐 さ せる こと に より 、 よ り 広 範囲 の 開発 が 可能 

と な っ て いっ た に 違い な い 。 

さら に 重要 な こと は 、 新 井出 が 西 の 福井 地区 の 方 に 流れ て いく こと か ら 、 井 出 の 整備 は 高萩 地区 の み 

な ら ず 福井 地区 を 含む 極め て 大 き な 事 業 で あり 、 お そら く 両 地区 の 有力 者 が 何ら か の 形 で この 事業 に 携 

わっ て いた と 推測 され る こと で ある 。 

ここ で 井出 に お ける 水利 上 の 重要 地点 に つい て 考え て みた い 。 正木 池 の 取 水口 や 井出 の 分 岐 点 が その 

重要 地点 で ある が 、 そ の 分 岐 点 の 中 で る も 「 開 発 」 周辺 の 分 岐 の 英 緒 に な る ハン ダ 井 出 と ジ デ ン 井 出 の 分 

岐 点 ( 図 35⑤) は 最も 重要 な 分 岐 点 の 一 つと 言う こと が で きよ う 。 注目 され る の は 、 そ の 分 岐 点 の 周囲 

に 「 和 久米 氏 」 宅 が 存在 する こと で ある 。 現在 の 「 和 久米 氏 」 が いつ の 時 代 か ら ここ に 住ん で いた か は 不明 

で ある が 、 次 に 述べ る よう に 中 世 の 国 人 「 久 米 氏 」 の 未 座 で ある 可能 性 が 極め て 高い と 思わ れる 。 

護国 寺 文書 の 文明 2 (1470) 年 の 結 番 定 書 に は 、 番 役 が 割り 当て られ た 村 と その 代表 者 の 名 が 記載 さ 

れ て いる ( 許 109。 こ れ に よる と 「 和 久米 氏 」 は 「 法 花 寺 村 」、 す な わ ち 今 の 福井 地区 の 有力 者 で あっ た と 思 

われ る 。 [高萩 村 」 は 「 下 総 威 」 と な っ て いて 、「 和 久米 氏 」 と 高萩 地区 の 直接 的 な 関わ り を 明らか に する 

こと は で き な い が 、 福 井 地 区 の 有力 者 で ある 「 久 米 氏 」 が 高萩 地区 と 何ら か の 関わ り を も っ て いた こと 

は 上 人 述 の 井出 の あり 方 か ら 考 えて 間違い な い 。 そ の 後 、 慶 長 ・ 元 和 年 間 (1596 一 1624 年 ) に は 「 高 萩 村 」 

と 「 法 花 寺 村 」 が 合併 し て 「 原 村 」 に な る が 、 あ る い は この 一 村 化 も 「 和 久米 氏 」 の 動向 と 何ら か の 関わ 

り が ある の か る も しれ な い 。 

長禄 2 (1458) 年 の 護国 寺 文 書 で は 、「 久 米 四 郎 右 衛 門 」 が 賀集 八幡 宮 に 他 の 国人 と 連名 で 寄進 を 行っ 

て いる 。 こ の 国人 の うち 「 賀 集 氏 」・「 要 井 氏 」・「 近 藤 氏 」 に つい て は 、 結 番 定 書 に る 登場 し 、 そ れ ぞ れ 

他 の 寄進 文書 も 残し て いる 。 こ うい っ た 寄進 文書 は 応永 年 間 (1394 一 1428 年 ) に 多く 見 られ 、 そ の 時 

期 に 護国 寺 が 国人 達 の 信仰 対象 の 中 心 的 役割 を 担っ て いた た め と され て いる ( 許 1)。 し か し 理由 は それ 
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だ け で は な いよ うに 思わ れる 。 井出 の 水源 と な る 正木 池 の 築造 が 応永 2 (1395 年 ) 以前 と され る こと か 

ら 、 井 出 の 整備 や それ に 伴う 新しい 耕地 開発 が 盛ん に 行わ れ た 時 期 は 寄進 文書 の 多い 時 期 と 重なっ て く 

る 。 こ れ は 決し て 偶然 の 一 致 で は な く 、「 和 久米 氏 」 等 の 国人 達 が 競っ て 開発 を 行い 、 そ の 一 部 を 寄進 す 

る こと に よっ て 護国 寺 を 自ら の 後ろ 盾 と し て いっ た 事実 を 物語 っ て いる の で は な いか と 思わ れる 。 

国人 達 は 新た な 耕地 を 得る た め に 荒廃 し た 耕地 や 荒野 等 を 開発 し て いく 訳 で ある が 、「 久 米 四 郎 右 衛 

門 」 は 応永 29 (1422) 年 と 同 31 (1424) 年 に は 2 通 の 年 頁 米 の 引 文 を 護国 寺 文書 に 残し て いる 。[「 久 米 氏 」 

の よう に 勢力 基盤 の 拡大 を 志向 する 国人 ほど 、 開 発 を 急ぐ あま り 、 結 果 と し て 早 眺 等 の 影響 を 受け や す 

い 悪 条件 の 耕地 を 多く 抱え 、 年 頁 の 減免 と 言う ツケ が まわ っ て くる こと も $ も 少な く な か っ た の で は な いか 

と 思わ れる 。 

C- 1 地区 建物 1 は 孫 三 を 備え た 立派 な 建物 で ある が 、 柱 穴 出 土 遺 物 が 示す 年 代 は 14 世 紀 末 一 15 世 紀 

初頭 頃 で 、 こ の よう な 建物 が あら われ た 要因 と し て 正木 池 の 完成 と 主要 な 井出 の 整備 に より 「 開 発 」 周 

辺 の 農業 生産 が 安定 し て きた こと が あげ られ よう 。C- 2 地区 溝 10 は 北 ノ 内 井出 の 一 部 と 考え られ る が 、 

建物 1 に 居住 する 有力 者 は さら な る 耕地 開発 の た め に 北 ノ 内 井出 の 支線 を 整備 し て いっ た の で は な いか 

と 思わ れる 。 和 建物 1・2 廃絶 後 の C - 1 地区 の 耕地 化 、 あ る い は 荒廃 地 で あっ た C- 2 地区 の 整地 作業 も 、 

この 耕地 開発 と 一 体 の も の で あっ た 可能 性 が 高い 。 

C 地 区 の 遺構 群 が 上 述 の よう な 時 代 背 景 、 すなわち 14 世 紀 末 一 15 世 紀 に か け て 盛ん に 行わ れ た 国人 に 

ょ よる 耕地 開発 と 密接 に 関わ りあ っ て いる こと は 明らか で あろ う 。 建 物 1 を 「 久 米 氏 」 の 屋敷 と する に は 

物 的 証拠 が 不足 し て いる と 言わ ざる を えな い が 、 国 人 な いし 国人 の 下 で 開発 を 行っ て いた 者 の 住居 と 考 

えて 間違い な いよ うに 思わ れる 。 当 調査 成果 が 中 世 文 書 を 補 先 し 、 地 域 史 を 明らか に する た め の 一 助 と 

な れ ば 幸い で ある 。 

第 4 章 第 1 人 節 の 詩 

1. 当 調査 に お ける それ ぞ れ の 出土 数 は 、 土 師 器 93、 須 恵 器 24、 陶 磁器 3 (国産 陶器 1 + 輸 入 磁 器 2 )、 瓦 器 2 で ある 。 
2. 尾上 実 「 大 阪南 部 の 中 世 土 器 一 和 景 型 瓦 器 塊 一 」『 中 近世 土器 の 基礎 研究 」 日 本 中 世 土 器 研 究 会 1985 
3. 数 少な い 出土 例 の 一 つ で ある が 、 九 蔵 遣 跡 で は 回 転 台 成形 きれ た 高台 の 無い 瓦 器 塊 (『 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 
調査 年 報 四 」 南 あわ じ 市 教育 委員 会 2010) が 出土 し て お り 、 衰 退 期 に お ける 和泉 型 瓦 器 塊 の 影響 に つい て は 不 
明 で ある 。 

4. C- 1 地区 の 遺構 11 か ら 青 磁 片 1 点 、C- 2 地区 の 包含 層 か ら 白 磁 片 1 点 が 出土 し た 。 
5. 淡路 島 北 部 で は 手 づ く ね の 土師 器 皿 が 一 定 割 合 で 出土 し て いる こと か ら 、 淡 路 島 で も 南北 で は 様相 が 違う よう 

で ある 。 
6.「 谷 町 筋 遺 跡 」 兵庫 県 教育 委員 会 埋蔵 文化 財 調査 事務 所 1990 この 報告 書 で は 14 世 紀 中 葉 か ら 16 世 紀 前 茶 頃 の 
出土 土師 器 に つい て 、 疾 高 25cm 前 後 を 皿 、 そ れ 以 上 の も の を 塊 、 外 上 方 へ 真っ 直ぐ 立ち 上 が る る も の を 款 と 分 
類する 。 当 調査 で は 分 類 を 行う の に 十分 な 出土 量 が 得 ら れ な か っ た こと る も あり 、 和 皿 の 呼称 で 統一 し た 。 た だ し 
文章 中 に も 述べ た よう に 、 器 高 の 高 低 に つい て は 時 期 的 な 要因 る 作用 し て いる と 思わ れる 。 

7. 外 傾 係数 = 器 高 + |( 口 径 - 底 径 ) = 2| 
.・「『 軒 堂 城跡 」 兵庫 県 教育 委員 会 埋蔵 文化 財 調査 事務 所 1992 

9. 岡田 章 一 ・ 長 谷川 皿 「 兵 庫 津 遺 跡 出 土 の 土 製 煮 炊 具 」「『 兵 庫 県 埋蔵 文化 財 研究 紀要 第 3 号 』」 兵 庫 県 教育 委員 
会 埋蔵 文化 財 調 査 事務 所 2003 

菊川 兼 男 「 第 八 編 第 二 章 第 三節 賀集 荘 と 賀集 八幡 宮 」「 三 原 郡 史 』」1979 
今井 恒 次 「 護 国 寺 文書 に み ら れ る 寄進 状 と その 地名 に つい て 」『 護 国 寺 誌 』」1996 
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第 2 節 弥生 時 代 

1. 弥生 時 代 の 遺物 に つい て 

B 地 区 か ら は 堅 穴 住居 と 思わ れる 遺構 を 中 心 に 、 弥 生 時 代 後 期 前 半 頃 と 思わ れる 遺物 が 出土 し た 。 半 

に つい て は 、 4 の み が 体 部 の 調整 を 知る 資料 で ある が 、 外 面 は タタ キ 後 上 半 に ハケ メ が 、 内 面 に は 縦 方 

向 の ケズ リ 痕 が 明瞭 に 残っ て いた 。 南あわじ 市 域 で は 今 の と ころ 類例 を 見 つけ る こと は で き な い が 、 淡 

路 島 北部 で は 楠本 下 林 遺 跡 土塊 SK -201 出 土 ( 詳 1) の 体 部 に 同じ 調整 方 法 が と られ て いる 。 4 を 含め て 

ほとん どの 口 縁 部 が 「 く 」 字 状 で 、 端 部 に 面 が 形成 され て いる 。 ま た 6 は 口 縁 端 部 の 面 に 凹 線 が 確認 さ 

れ た が 、 そ れ 以 外 は 確認 で き な か っ た 。 底 部 は ドー ナッ 状 を 星 す る も の は まだ 現れ な い 和 段階 の よう で あ 

る 。 こ れ ら 葬 の 特徴 か ら 後期 前 半 で 間違い な いと 思わ れる が 、 さ ら に 体 部 外面 の ハケ メ や ロ 縁 英 部 の 凹 

線 の 省略 化 が 進ん で いる と 推定 され る こと か ら 、 人 後期 前 閉 で も や や 新しい 傾向 が 伺え る 。 

C 地 区 か ら は 自然 流 路 等 か ら 弥 生 時 代 中 期 後半 頃 と 思わ れる 遺物 が 出土 し た 。 特 に 水 差 形 土器 の 出土 

が 目立ち 、 水 場 と し て 利用 され て いた と 推定 され る 。143・144・148 や 146 ( 鉢 ) の 口 縁 部 に は 凹 線 が 

多 条 施さ れ て お り 、M 様 式 的 な 様相 を 示す ( 話 2)。 

2. 弥生 時 代 の 遺構 に つい て 

堅 療 住居 と 思わ れる 遺構 の 検出 に よっ て 、B 地 区 周辺 で 弥生 時 代 後 期 前半 頃 の 集落 が 形成 され て いた 

こと が 明らか に な っ た 。 弥 生 時 代 中 期 後 半 の 住居 跡 は 検出 で き な か っ た が 、C- 2 地区 の 自然 流 路 を 水 

場 と し て 、 そ れ 程 離れ て いな い 場 所 に 居住 城 が あっ た と 推定 され る 。 

B 地 区 の 堅 穴 住居 は 、8 一 9m 程 度 と いう 推定 規模 に 誤り が 無けれ ば 、 床 面積 50T 以 上 の 大 型 住 居 と 

呼べ る 規模 で ある 。 た だ し 集落 の 規模 は 、 確 認 調 査 ( 誕 3) の 結果 か ら 非 常に 小さ か っ た と 推定 され る 。 

3. 高萩 遺跡 の 弥生 集落 の 性 格 に つい て 

検出 遺構 に よっ て 確認 する こと は で き な か っ た が 、 上 述 の よう に 高萩 遺跡 は 弥生 時 代 中 期 後半 頃 に 成 

立 し た 可能 性 が 高く 、 確 認 調査 ( 誕 3) で は 弥生 時 代 後 期 後半 の 遺物 る 出土 し て いる 。 た だ し 中 期 後半 か ら 

後期 後半 まで 集落 が 絶え ず 続 いて いた と 考え る に は 検出 遺構 や 出土 遺物 が 少な すぎ る と 思わ れ 、 時 期 に 

よっ て 位置 を 変え な が ら 断 続 的 に 小 集 落 が 営ま れ た と 推定 され る 。 

同じ 大 日 川 水系 に は 弥生 時 代 中 期 一 終末 期 の 拠点 集落 と 予想 され る 神子 曽 遺跡 (放り が 標高 30m 前 後 の 

低 平 な 場所 に 立地 し 、 神 子 曽 遺 跡 を 傘 左 で きる 高台 に 標高 62 一 64m の 高萩 遣 跡 と 標高 約 78m の 神 つ ノ 

木 遺 跡 (和議 5) が 立地 する 。 神 つ ノ 木 遺跡 も 小 集 落と 推定 され 、 高 萩 遺跡 で は 確認 で き な か っ た 弥生 時 代 終 

末期 の 遺構 が 検出 され て いる 。 す な わ ち 神子 曽 遺 跡 を 母 集 落と し て 、 こ れ を 俸 賊 で きる 高台 に 高萩 ・ 社 

つ ノ 木 遺 跡 の 小 集落 が 成立 し た と 推定 され 、 断 続 的 で ある の は 神子 曽 遣 跡 の 動向 に よっ て 必要 時 の み 集 

落 が 営ま れ た た め と 推定 され る 。 

洲本 市 域 に お いて は 拠点 集落 で ある 下 内 膳 遺 跡 の 成立 後 、 地 震 と 洪水 と いっ た 自然 災害 を 契機 と し て 

先 山 山麓 の 高 所 に 森 ・ 大 森谷 ・ 中 津原 遺跡 が 成立 する と 考察 され て お り ( 話 大いに 参考 に すべ き 意 見 で 

ある 。 た だし 神子 曽 遺跡 と 下 内 膳 遺跡 は 拠点 遺跡 と し て 退色 な い 規 模 で ある が 、 森 ・ 大 森谷 ・ 中 津原 遺 

跡 と 比較 する と 高萩 ・ 神 つ ノ 木 遺 跡 は 非常 に 規模 が 小さ いこ と を 考慮 する 必要 が ある 。 

淡路 市 域 で は 弥生 時 代 後 期 に な る と 標高 100 一 200m に 位置 する 遺跡 が 爆発 的 に 増加 する 現象 が 報告 
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され て お り 、 近 年 、 鉄 器 生産 と の 関わ り で 新聞 等 に 大 き < く 取り上げ られ た 五 斗 長 垣内 遺跡 も る その よう な 

遺跡 の 一 つ で ある 。 

南あわじ 市 域 に お いて は 弥生 時 代 後 期 前 半 の 高 所 に 位置 する 遺跡 が これ まで ほとん ど 報 告 さ れ て いな 

いこ と が 一 部 で は 問題 視 さ れ て いた 。 今回 、 そ の 資料 不足 と 言え る 時 期 の 報告 が 行え た こと に つい て は 

大 き な 意 義 が あっ た と いえ る 。 今後 さら に 類例 が 増加 すれ ば 、 遺 跡 の 性 格 や その 成立 の 原因 と な っ た 時 

代 背 景 、 ま た 淡路 島 に お ける 地域 的 な 違い な どる も る より 明らか と な っ て いく に 違い な い 。 

第 4 章 第 2 人 節 の 詩 

「 楠 本 下 林 遺 跡 』 東浦 町 教育 委員 会 1997 
だ し B 地 区 周辺 の 確認 調査 ( 許 3) で は 、 横 描 文 が 施さ れ た 土器 片 が 出土 し て いる 。 
『 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 調査 年 報 』」 南 あわ じ 市 教育 委員 会 2009 
「 平 成 16 年 度 年 報 」 兵庫 県 教育 委員 会 埋蔵 文化 財 調 査 事 務 所 2006 
『 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 調査 年 報 I」 南 あわ じ 市 教育 委員 会 2008 
『 中 津原 遺跡 】 兵庫 県 教育 委員 会 ・ 洲 本 市 教育 委員 会 2003 
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